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「人が喜んでくれれば」という気持ちを藤の花に託して、ボランティアで自宅を一般の方々に

開放している梶本昌弘さんの藤の花の一般開放が、今年も４月１８日～２８日まで行われました。

毎年、数多くの報道陣が取材に来るほどで、「牧野のあの辺りか」と思い浮かぶ人も多いのではな

いでしょうか？

期間中は、一本の木から藤棚全体に連なる無数の藤の花を、香りと共に一目見ようと大勢の

人々が訪れ、見慣れない屋上から眼下に見る藤棚に、さながら足下に敷き詰められた藤のじゅう

たんの様だと驚嘆していました。また、一般開放期間中、梶本さんの気持ちに賛同した人々がボ

ランティアでお手伝いに駆けつけ、４月２４日、２５日の藤まつり期間中には、無料接待された

草餅を杵でついたり、交通整理したりと大変忙しく活動されていました　（４月１８日～２８日）

「人が喜んでくれれば」～藤の花満開！～



今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

□人が喜んでくれれば

～藤の花満開！～　　…1

□ごみの日メール　　…2

□第３次行財政改革大綱

（案）を策定　　　…3

□情報ＢＯＸ …4～9 

□information（お知らせ）

…10～17

□人権シリーズ …18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ

…22～23

□ふるさと歴史紀行　…24

泉南市の人口（４月末現在）
人口‥‥‥‥65,537人
男‥‥‥31,948人
女‥‥‥33,589人

世帯数‥‥23,520世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm

泉
南
市
で
は
、
地
方
分
権
の
進
展
や
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
な
ど
、
新
た
な
時
代
に
的
確
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、「「
市
民
が
納
得
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
た
め
の
市
役
所
改
革
」
を
基
本
理
念
に
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と
責
任
感
の
も
と
、
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
と
い
う
地
方
自
治
運

営
の
基
本
原
則
に
立
ち
返
り
、
市
民
本
位
の
行
財
政

運
営
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、「
第
３
次
行
財
政
改

革
大
綱
（
案
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

〇
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

①
平平
成
八
年
十
二
月
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定

【
財
源
の
確
保
、
事
務
事
業
の
見
直
し
及
び
職
員
数

の
削
減
、
職
員
給
与
の
見
直
し
等
実
施
。
平
成
九
年

度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
三
ヵ
年
で
約
九
億
八

千
万
円
の
効
果
額
を
得
ま
し
た
】

②
平平
成
十
三
年
二
月
に
「
新
行
財
政
改
革
大
綱
」、

同
年
八
月
に
「
新
行
財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
書
」

を
策
定
【
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
、
財
政
の
健
全

化
・
経
費
の
節
減
合
理
化
、
定
員
管
理
及
び
給
与
の

適
正
化
、
効
果
的
・
効
率
的
な
施
設
の
設
置
と
管
理

運
営
等
、
様
々
な
行
政
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度

ま
で
の
三
ヵ
年
で
合
計
約
十
八
億
八
千
万
円
の
効
果

額
を
得
ま
し
た
】

〇
新
た
な
行
財
政

改
革
の
必
要
性

①
社
会
経
済
状
況
の
変
化
【
景
気
の
動
向
等
不
透
明

な
社
会
情
勢
、
Ｉ
Ｔ
の
進
展
、
少
子
高
齢
化
、
環
境

問
題
・
循
環
型
社
会
へ
の
対
応
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
・
複
雑
化
な
ど
、
変
化
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対

応
で
き
る
行
財
政
シ
ス
テ
ム
へ
の
再
構
築
】

②
地
方
分
権
の
進
展
【
本
格
的
な
分
権
社
会
の
到
来

に
よ
り
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
も
と
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市

民
や
地
域
に
何
が
大
切
か
、
何
が
必
要
か
を
的
確
に

判
断
し
た
施
策
・
事
業
の
選
択
・
集
中
】

③
本
市
の
危
機
的
な
財
政
状
況
と
財
政
健
全
化
計
画

（
案
）
の
策
定
【
平
成
十
四
年
度
普
通
会
計
決
算
は
、

約
七
億
八
、
五
〇
〇
万
円
の
実
質
収
支
赤
字
で
、
平

成
十
年
度
か
ら
五
年
連
続
の
赤
字
決
算
な
ど
危
機
的

な
財
政
状
況
の
中
、
財
政
健
全
化
計
画
（
案
）
の
策

定
】

④
市
民
と
の
協
働
【
市
民
と
の
協
働
を
進
め
、
目
的

や
目
標
を
共
有
化
し
、
対
等
の
立
場
で
機
能
を
分
担

し
、
自
立
し
た
地
域
社
会
の
確
立
の
推
進
】

⑤
民
間
と
の
役
割
分
担
の
明
確
化
【
行
政
自
ら
が
直

接
業
務
を
行
う
よ
り
は
、
業
務
内
容
に
よ
っ
て
は
、

民
間
委
託
や
民
営
化
等
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
を

見
直
し
、
市
民
負
担
の
最
小
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
最
大

化
の
確
立
】

⑥
職
員
の
意
識
改
革
【
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
を

執
行
す
る
と
い
う
目
的
意
識
の
確
立
】

〇
基
本
的
方
針

①
成
果
志
向
・
成
果
重
視
の
行
財
政
運
営
【
市
民
の

視
点
や
経
営
感
覚
を
重
視
し
た
成
果
志
向
・
成
果
重

視
の
行
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
】

②
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
財
政
運
営
【
情
報
公
開

に
よ
り
市
民
の
積
極
的
な
市
政
参
加
を
図
り
、
市
民

と
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
】

③
自
主
・
自
立
の
行
財
政
基
盤
の
確
立
【
地
方
分
権

の
進
展
の
中
、
自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
も
と
、
市

政
の
諸
課
題
に
自
主
的
に
取
り
組
み
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
で
き
る
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り

ま
す
】

改
革
の
必
要
性
や
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
改
革
の
基

本
理
念
を

と
し
、
市
民
本
位
の
行
財
政
運
営
の
た
め
の
改
革
を

推
進
し
ま
す

〇
改
革
の
重
点
事
項

①
行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム
の
改
革
【
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
組
織
機
構
や
公
共
施
設
の
管
理
運
営

の
見
直
し
、
施
策
調
整
会
議
の
設
置
、
庁
内
分
権
の

推
進
、
電
子
市
役
所
の
構
築
】

②
市
民
満
足
度
の
向
上
【
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
や

効
率
性
を
十
分
確
保
し
、
市
民
満
足
度
向
上
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
】

③
市
民
と
の
協
働
、
公
・
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
確
立
【
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
仕
組
み
等
、
市
民
と
の
協
働
シ
ス
テ

ム
を
創
設
し
ま
す
】

④
職
員
人
事
の
適
正
化
、
能
力
開
発
の
推
進
【
人
事

評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
職
員
研
修
制
度
の
充
実
、

自
己
申
告
制
度
の
導
入
、
職
種
間
異
動
の
推
進
】

⑤
定
員
管
理
・
給
与
制
度
の
見
直
し
【
適
正
な
定
員

管
理
、
職
員
給
与
の
見
直
し
を
し
ま
す
】

⑥
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
【
行
政
と
民
間
、
行

政
と
市
民
や
N
P
O
等
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
、
民
間
に
委
ね
た
方
が
よ
り
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
可
能
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
民
営
化
や
民
間

委
託
を
進
め
ま
す
】

⑦
財
政
の
健
全
化
【
財
政
健
全
化
計
画
（
案
）
に
基

づ
き
財
政
構
造
の
変
革
に
全
庁
的
に
取
り
組
み
、
財

政
の
健
全
化
を
達
成
し
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

着
実
に
推
進
し
ま
す
】

目
標：

平
成
十
六
年
度
実
質
収
支
黒
字

平
成
十
八
年
度
経
常
収
支
比
率
九
三
、
二
％
（
平
成

十
二
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
五
ポ
イ
ン
ト
）

〇
改
革
の
推
進

①
推
進
期
間
【
平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成
十
八
年
度

ま
で
の
三
ヵ
年
を
基
本
と
し
ま
す
】

②
推
進
の
考
え
方
【
本
大
綱
（
案
）
を
基
本
に
、
推

進
期
間
中
に
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
各
部
課
等
が

主
体
的
に
改
革
項
目
を
検
討
し
、
そ
れ
を
基
に
「
実

施
計
画
（
案
）」
を
策
定
。
第
３
次
行
財
政
改
革
大

綱
（
案
）
及
び
同
実
施
計
画
（
案
）
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
市
民
で
構
成
さ
れ
る
「
行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
」
に
お
い
て
、
提
言
・
意
見
を
受
け
る
と
と
も

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
市
民
の
意
見
・

提
案
を
得
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
策
定
に
反
映
さ
せ

ま
す
】

③
推
進
体
制
【
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
泉
南
市
行

財
政
改
革
推
進
本
部
会
議
」
を
中
心
に
、
全
庁
を
上

げ
て
推
進
し
ま
す
】

〇
改
革
の
実
施

①
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
し
つ
つ
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

②
全
職
員
一
丸
と
な
り
、
行
財
政
構
造
及
び
行
財
政

シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
改
革
に
取
組
み
ま
す
。

〇
第
３
次
行
財
政
改
革

大
綱
実
施
計
画
の
策
定

①
こ
の
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
（
案
）
の
基
本
的

方
針
及
び
改
革
の
重
点
事
項
を
基
に
、
改
革
の
具
体

的
項
目
や
実
施
時
期
、
目
標
を
示
し
た
第
３
次
行
財

政
改
革
大
綱
実
施
計
画
を
早
期
に
策
定
し
、
改
革
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
今
回
策
定
し
ま
し
た
「
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱

（
案
）」
は
市
役
所
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
及
び
泉
南

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
行
財
政
改

革
推
進
室
（
内
線
三
〇
三
）

3

第
３
次
行
財
政
改
革

大
綱
（
案
）
の
概
要

第第
３３
次次
行行
財財
政政
改改
革革

大大
綱綱
（（
案案
））
をを
策策
定定

市
民
が
納
得
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス 

提
供
の
た
め
の
市
役
所
改
革 

ご
み
の
日
メ
ー
ル
と
は
？

ご
み
の
日
メ
ー
ル
は
ご
自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
配
信

時
間
帯
、
居
住
地
域
居
住
地
区
名
、
配
信
を
希
望
す
る
ご
み

の
種
類
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
収
集
日
の
前
日
夕
方
、
ま
た

は
当
日
朝
に
収
集
日
で
あ
る
こ
と
の
お
知
ら
せ
の
メ
ー
ル
が

届
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。
よ
く
忘
れ
が
ち
な
月
に
一
度
し
か
な

い
缶
・
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
収
集
日
を
メ
ー
ル
で

知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
出
し
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録
さ
れ
た
方
に
は
ご
み
収
集

日
の
案
内
の
他
、
災
害
緊
急
時
に
は
災
害
情
報
等
を
市
か
ら

メ
ー
ル
配
信
す
る
事
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

実
証
実
験
で
は
95
％
以
上
の
方
が
満
足

昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
実
証
実
験
サ
ー
ビ
ス
に
は
二
〇
五

名
の
方
が
登
録
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
一
五
四
名
の
方

か
ら
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
四
月
二
三
日
現
在
）。

そ
の
結
果
95.4
％
の
方
か
ら
満
足
し
た
・
今
後
も
利
用
し
た
い

と
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
皆
様
の
コ
メ
ン
ト
（
抜
粋
）

笊
今
回
の
よ
う
な
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
は
と
て
も
良
い
発
想
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
の
よ
う
な
旧
式
な
対
応
で
は
な
く
既
成
概
念
を
払
拭
す
る
よ
う
な
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
ゴ
ミ
の
日
メ

ー
ル
続
け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

笆
う
っ
か
り
ゴ
ミ
の
日
（
特
に
粗
大
や
缶
・
ビ
ン
）
を
忘
れ
た
り
し
て
た
の

で
、
今
回
の
ゴ
ミ
の
日
メ
ー
ル
は
凄
く
助
か
り
ま
し
た
。
出
来
れ
ば
今
後
も

続
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
たm

(__)m

笳
一
人
暮
ら
し
で
ゴ
ミ
出
し
は
忘
れ
が
ち
に
な
る
の
で
大
変
助
か
り
ま
し

た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
是
非
続
け
て
下
さ
い
。
ゴ
ミ
の
分
別
に
も
効
果
あ
る

と
思
い
ま
す
。

ご
自
分
の
携
帯
電
話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
受
付
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
か
ら
は
こ
ち
ら
（http://w

w
w
1.city.sennan.osaka.jp/g-

m
ail/m

b/

）

パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
こ
ち
ら
（http://w

w
w
1.city.sennan.osaka.jp/g-

m
ail/pc/

）

ご
自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
配
信
時
間
帯
、
居
住
地
域

平
成
十
六
年
六
月
一
日
貂
午
前
十
時
か
ら

平
成
十
六
年
六
月
一
日
貂
か
ら

▽
登
録
者
が
多
数
の
場
合
、
受
付
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
一
部
携
帯
電
話
か
ら
は
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

登
録
や
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
通
信
費
用
は
利
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

情
報
管
理
課
（
内
線
三
二
八
／
Ｅ
メ
ー
ル：

jyoukan@
city.sennan.lg.jp

）

市
か
ら
年
に
一
度
配
布
し
て
い
ま
す
ご
み
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
が
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ご
自
分
の
お
住
ま
い
区
域
専
用
の
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
が
ダ
ウ
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
はhttp://w

w
w
.city.sennan.osaka.jp/seisou/calendar/

で
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2

ご
み
出
し
は
結
構
た
い
へ
ん
！
収
集
日
を
間
違
え
た
り
、
忘
れ
た
り
・
・
・
。
そ
ん
な
不
便
を
メ
ー
ル
が
解
決
。
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
さ
え
登
録
し
て
お
け
ば
、
ご
指
定
の
時
間
に
ご
み
の
種
類
と
収
集
の
ご
案
内
の
メ
ー
ル
が
あ
な
た
に
届
き
ま
す
。

泉
南
市
ご
み
収
集
日
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
「
ご
み
の
日
メ
ー
ル
」
は
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
新
し
い
市

民
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
昨
年
十
一
月
か
ら
本
年
二
月
ま
で
実
証
実
験
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
今
後
の
運
用
を
検
討
し
た
結
果
、
六
月
一

日
よ
り
本
格
運
用
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

利

用

の

方

法

登

録

内

容

登
録
受
付
期
間

サ
ー
ビ
ス
開
始
日

そ

の

他

費

用

問

合

せ

モニターアンケートでは９５％の方が満足



5

ん
・
お
じ
さ
ん
の
か
さ
他
笆
エ
メ
リ
ア

ン
と
た
い
こ
・
じ
ご
く
の
そ
う
べ
え
他

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
▼
定
員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
薀
祚
３

５
０
０
／e-m

ail:seish
on
en
-

center@
city.sennan.osaka.jp

）

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員
会

で
は
、
泉
南
楽
し
い
な
読
み
聞
か
せ
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
本

を
読
ん
だ
り
、
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居

を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
六
月
十
九
日
貍
午
前
十
時
四
十

五
分
〜
十
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
た
い
こ
と
Ⅱ
　
〜
昔
話
に
見
る
生
き

る
知
恵
・
力
〜
▼
講
師
＝
土
井
　
甫
さ

ん
（
子
ど
も
の
本
の
ピ
ル
グ
リ
ム
（
巡

礼
者
）
木
馬
館
店
主
）
▼
対
象
＝
十
八

歳
以
上
の
方
で
、
子
ど
も
に
本
な
ど
を

読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
二
十
人

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
薀
祚
３
５
０
０
／e-m
ail:seis

honen-center@
city.sennan.osak

a.jp

）泉
南
市
三
曲
協
会
で
は
設
立
二
十
周

年
を
記
念
し
、
定
期
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
六
月
六
日
豸
正
午
開

場
、
十
二
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化

ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
三
味
線
・
琴
・
尺
八

に
合
わ
せ
て
の
舞
踊
、
和
太
鼓
と
尺
八

の
共
演
、
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
の

琴
・
尺
八
の
演
奏
、
詩
吟
・
詩
舞
、
コ

ー
ラ
ス
等
▼
協
力
団
体
＝
少
年
少
女
合

唱
団
・
エ
コ
ー
砂
川
・
謡
舞
協
会
・
詩

吟
連
盟
等
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

泉
南
市
立
青
少
年
の
森
は
、
青
少
年

が
自
然
に
親
し
み
、
た
く
ま
し
い
身
体

と
強
い
精
神
を
養
い
、
規
律
あ
る
生
活

を
通
し
て
、
友
愛
・
協
調
・
連
帯
な
ど

の
必
要
性
を
体
得
し
、
健
全
な
青
少
年

の
育
成
を
図
る
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
な

お
日
帰
り
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）

の
利
用
受
付
の
み
で
宿
泊
の
利
用
受
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
と
き
＝
七
月
一
日

貅
〜
八
月
三
十
一
日
貂
▼
利
用
申
込

み
＝
六
月
十
日
貅
よ
り
利
用
受
付
を
開

始
。
申
込
用
紙
に
記
入
し
使
用
料
を
添

え
て
使
用
日
の
三
日
前
迄
に
生
涯
学
習

課
へ
（
但
し
、
土
日
祝
日
は
除
く
）
▼

使
用
料
＝
一
般
（
十
八
歳
以
上
）
一
〇

〇
円
、
青
少
年
（
十
七
歳
以
下
）
五
〇

円
い
ず
れ
も
日
帰
り
料
金
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
五
二
）

▼
職
種
＝
留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員
補

助
▼
資
格
＝
六
十
歳
未
満
の
方
（
学
歴

は
問
わ
な
い
）
▼
定
員
＝
二
人
▼
選
考

方
法
＝
面
接
審
査
▼
採
用
予
定
日
＝
平

成
十
六
年
七
月
一
日
貅
▼
申
込
み
＝
六

月
十
四
日
豺
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
持
参
の
上
、
生
涯
学
習
課
へ
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
五
二
）

泉
南
市
文
化
協
会
で
は
、
次
の
と
お

り
日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
す
る
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
〜
来
年
三
月
ま
で
の
約

二
十
回
。
土
曜
日
の
午
前
十
時
〜
十
一

時
▼
と
こ
ろ
＝
笊
笳
樽
井
公
民
館
笆
信

達
公
民
館
▼
内
容
＝
笊
日
本
舞
踊
笆
笳

茶
道
▼
対
象
・
定
員
＝
笊
小
学
一
年
〜

中
学
三
年
生
笆
笳
小
学
三
年
〜
中
学
三

年
生
、
い
ず
れ
も
定
員
十
名
▼
費
用
＝

無
料
（
但
し
、
笊
扇
子
購
入
希
望
者
は

自
己
負
担
。
笆
笳
は
茶
菓
子
代
三
回
分

一
、
〇
〇
〇
円
自
己
負
担
）
▼
そ
の

他
＝
笊
は
ゆ
か
た
、
帯
、
た
び
、
扇
子

は
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
扇
子
に

つ
い
て
は
希
望
者
で
共
同
購
入
も
で
き

ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。
▼
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
希
望
教
室

の
番
号
（
笊
〜
笳
）。
返
信
用
に
ご
自

分
の
宛
名
を
明
記
の
上
、
六
月
二
十
一

日
豺
必
着
で
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二

（
住
所
不
要
）
泉
南
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
泉
南
市
文
化
協
会
事
務
局
）

へ
。
▼
主
催
＝
泉
南
市
文
化
協
会
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で

は
、
手
話
を
体
験
し
た
り
、
聴
覚
障
害

者
と
の
交
流
等
の
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
青
少
年
の
皆
さ
ん
、
聴
覚
障
害
者

と
の
交
流
を
体
験
し
な
が
ら
手
話
を
学

び
ま
せ
ん
か
？
▼
と
き
＝
七
月
八
日
貅

〜
八
月
二
十
六
日
貅
ま
で
の
（
八
月
十

二
日
貅
を
除
く
）
毎
週
木
曜
日
、
午
後

七
時
〜
九
時
（
全
七
回
）
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
十
二
歳

（
中
学
生
以
上
）
〜
二
十
五
歳
ま
で
の

青
少
年
▼
定
員
＝
二
十
名
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
六
月
三
十

日
貉
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
参
加
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
（
中
学
生
の
場
合
は

学
校
名
も
）
を
記
入
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
九
二
／
泉
南
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
一
七
／e-

m
ail:syougai@

city.sennan.lg.jp

）

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

泉
南
市
三
曲
協
会
二
十
周

年
記
念
定
期
演
奏
会

青
少
年
の
森
の
利
用

受
付
を
開
始
し
ま
す

伝
統
文
化
こ
ど
も

教
室
を
開
催
し
ま
す

臨
時
職
員
／
留
守
家
庭

児
童
会
指
導
員
補
助

楽
し
く
手
話
を
体
験

し
ま
せ
ん
か

つばさのまちフェスタ実行委員会では、毎年ご好評いただいているビ

ーチサッカーＩＮサザンビーチを開催します。昨年参加した方はもち

ろん、初めての人も、気の合う仲間と真夏のサザンビーチで思いっき

りビーチサッカーをエンジョイしませんか。

▼と　き＝笊７月１０日貍▽一般の部（１次予選）

笆７月１１日豸▽一般の部（２次予選・決勝）▽女子の部（予選・決

勝）▽小学１～４年生の部、小学５・６年生の部、中学生の部（予

選・決勝）

▼ところ＝泉南市サザンビーチ（りんくう南浜海水浴場）

▼定員＝▽小学１～４年生の部、小学５・６年生の部、中学生の部は各12チーム▽女子の部（高校生以上）

は24チーム▽一般の部（高校生以上）は288チーム。※１チーム４人（ゴールキーパーなし）で登録は８人迄

▼参加費＝１チームにつき▽小中学生の部は5,000円▽女子の部は10,000円▽一般の部は10,000円

▼注　意＝出場者はチーム単位のユニホーム、同色のシャツを着用してください。

▼申込み＝次の笊蜚笆の手順でお申し込みください。笊下記の事務局宛に申込書を請求してください笆参加

申込書に必要事項を記入の上、参加費（現金書留）と共に、下記事務局へ郵送ください。

▼申込書の請求・申込み先＝産経新聞社事業局内「つばさのまちフェスタ」事務局（〒530－8276大阪市北区

梅田2－4－9／薀06－6343－4922／蕭06－6343－1522）※先着順でチームエントリーを行います。

▼申込み期限＝６月３０日貉（必着）

▼問合せ＝産経新聞社事業局内「つばさのまちフェスタ」事務局（薀06－6343－4922）

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
薀
祚

３
５
０
０
／e-m

ail:seishonen-
center@

city.sennan.osaka.jp

）

日
本
語
教
室
に
参
加
す
る
青
少
年
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時
〜

七
時
（
変
更
の
場
合
あ
り
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
小
学

生
レ
ベ
ル
の
日
本
語
▼
対
象
＝
市
内
在

住
で
以
前
外
国
に
暮
ら
し
て
い
た
青
少

年
及
び
外
国
人
の
子
ど
も
（
い
ず
れ
も

中
学
生
ま
で
）
▼
定
員
＝
二
十
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
薀
祚
３
５
０
０
／e-m

ail:seishonen-
center@

city.sennan.osaka.jp

）

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時
半
〜

三
時
半
（
変
更
の
場
合
あ
り
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
・

中
学
生
と
高
齢
者
の
方
▼
定
員
＝
二
十

人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
薀

祚

３
５
０
０
／e

-
m
ail:seishonen-center@

city.
sennan.osaka.jp

）

友
だ
ち
や
親
子
で
卓
球
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
毎
週
金
曜
日
・
土
曜
日
▽
金

曜
日
は
午
後
五
時
〜
七
時
（
第
二
・
四

金
曜
日
は
、
卓
球
教
室
を
開
催
）
▽
土

曜
日
は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半
（
た

だ
し
、
六
月
十
九
日
・
七
月
十
七
日
は

あ
り
ま
せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
（
卓
球
教
室
は
十
五
歳

以
上
の
青
少
年
も
可
）
▼
定
員
＝
二
十

人
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
上
ぐ
つ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
薀

祚

３
５
０
０
／e

-
m
ail:seishonen-center@

city.senn
an.osaka.jp

）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
習
相
談

会
（
英
語
・
数
学
を
学
習
し
よ
う
）
に

参
加
す
る
中
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
六
時

〜
七
時
半
（
変
更
の
場
合
あ
り
）
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
学
習
科

目
＝
英
語
・
数
学
▼
対
象
＝
市
内
の
中

学
生
▼
定
員
＝
各
学
年
・
各
科
目
十
人

（
多
数
の
場
合
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一

教
科
に
つ
き
一
、
〇
〇
八
円
（
教
材
費
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
六
月
十
一
日
貊

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
学
習
相
談
会
参
加
希
望
科
目
、

参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を

記
入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
〒
五

九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
・
十

三
・
十
八
、e-m

ail:seishonen-
center@

city.sennan.osaka.jp

）

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員
会

で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥
観
察
会
を
毎
月

開
催
し
ま
す
。
野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、

身
近
な
自
然
を
体
感
し
、
そ
の
大
切
さ

を
学
び
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
笊
六
月

十
二
日
貍
笆
七
月
十
日
貍
の
午
前
九
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
笊
青
少
年
の
森
笆

男
里
川
周
辺
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼

定
員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
薀
祚
３
５
０
０
／e-

m
ail:seishonen-center@

city.
sennan.osaka.jp

）

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員
会

で
は
、
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞

か
せ
の
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
子
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
ご
家
族
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
笊
六
月
十
九
日
貍

午
前
十
時
〜
十
時
四
十
分
笆
二
十
一
日

豺
午
後
四
時
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
笊
ね
こ
ち
ゃ
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こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

中
学
生
学
習
相
談
会

生
徒
を
募
集
し
ま
す

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

友
だ
ち
家
族
で
卓
球
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

ＡＢＣ委員会国際交流事業
平成１６年度国際理解講座平成１６年度国際理解講座

「「私のみた外国私のみた外国、、私のみた日本私のみた日本」」
平成１６年度の国際理解講座では、「私のみた外国、私のみた

日本」をテーマにパネルディスカッションを開催します。パネ

ラーは、海外生活経験のある市民の皆さんと市内在住の外国人

の方々です。「住民」として暮らしたからこそ分かった日本の・

外国の「違い」とは？ガイドブックには書いていない、生きた

おもしろエピソードが飛び出します！国が違えば文化の違いっ

てこんなにたくさんあって、そして「違う」っておもしろいこ

となんだ、ということを発見していただきたいと思います。

▼とき＝６月２６日貍、午後１時半～３時半▼ところ＝総合福

祉センター１階大会議室▼内容＝１部（１時半～）パネルディ

スカッション／海外生活経験のある市民（３名）と市内在住の

外国人（３カ国）の方々によるディスカッション。２部（２時

半～）座談会。素朴な疑問大歓迎です。▼定員＝５０名▼参加

費＝無料▼申込み・問合せ＝６月７日豺～１８日貊の期間中

に電話でＡＢＣ委員会国際交流事業部事務局（政策推進

課／内線２８７）まで



二
日
貍
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
、
六
月

十
三
日
豸
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
▼
と

こ
ろ
＝
新
家
公
民
館
▼
そ
の
他
＝
愛
好

家
の
方
で
出
展
を
希
望
さ
れ
る
方
は
新

家
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
▼
問

合
せ
＝
新
家
公
民
館
（
薀
祟
９
３
１
４
）

▼
と
き
＝
六
月
十
二
日
貍
午
前
十
時
〜

午
後
五
時
、
六
月
十
三
日
豸
午
前
九
時

半
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民

館
▼
問
合
せ
＝
信
達
公
民
館
（
薀
祟
９

２
６
４
）

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

一
緒
に
来
て
ね
。
▼
と
き
＝
六
月
二
十

日
豸
午
後
二
時
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

樽
井
公
民
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
内

容
＝
こ
ま
ま
わ
し
、
お
手
玉
▼
参
加

費
＝
こ
ま
に
か
か
る
費
用
二
五
〇
円
程

度
、
お
手
玉
に
か
か
る
費
用
二
〇
〇
円

程
度
（
こ
ま
、
お
手
玉
は
持
ち
帰
れ
ま

す
）
▼
対
象
＝
就
学
前
幼
児
〜
小
学
六

年
ま
で
三
十
名
（
保
護
者
の
参
加
可
能
）

▼
申
込
み
＝
六
月
十
三
日
豸
必
着
で
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
又

は
学
年
、
電
話
番
号
、
ご
希
望
の
内
容

を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
六
・
十
一
・
十
六
樽
井
公

民
館
、
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
係
ま
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
六
年
度
シ
ニ
ア
い
き
い
き
講

座
・
前
期
講
座
生
募
集
の
お
知
ら
せ
。

社
会
見
学
・
体
験
・
教
養
講
座
な
ど
を

通
じ
て
、
高
齢
者
の
社
会
問
題
な
ど

様
々
な
側
面
か
ら
学
習
を
目
的
と
し
て

行
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
笆
い
ず
れ
も
七
月
〜
九
月

ま
で
の
月
二
回
程
度
（
全
六
回
予
定
）

▼
と
こ
ろ
＝
笊
樽
井
公
民
館
笆
信
達
公

民
館
▼
対
象
＝
す
べ
て
の
講
座
に
参
加

可
能
な
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
六
十
歳

以
上
の
方
▼
定
員
＝
笊
笆
い
ず
れ
も
二

十
五
名
（
但
し
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
参
加
費
＝
体
験
・
見
学
・
バ
ス

ツ
ア
ー
等
に
か
か
る
費
用
は
実
費
と
な

り
ま
す
。
▼
説
明
会
＝
笊
六
月
二
十
四

日
貅
、
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
笆
六
月

二
十
四
日
貅
、
午
後
二
時
〜
三
時
半
▼

申
込
み
＝
六
月
十
五
日
貂
必
着
で
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
ご
希
望
の
公
民
館
名
と
返
送

先
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二

一
泉
南
市
樽
井
六
・
十
一
・
十
六
樽
井

公
民
館
、
シ
ニ
ア
い
き
い
き
講
座
係
ま

で
（
薀
祟
４
３
６
１
）

家
庭
に
お
け
る
、
学
童
期
の
子
ど
も

と
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ
に
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
皆
で
ワ
イ
ワ
イ

話
し
な
が
ら
、
何
か
を
見
つ
け
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き
＝
笊
七
月
二
日
貊
笆
七
月
九
日

貊
い
ず
れ
も
午
前
十
時
〜
十
二
時
▼
と

こ
ろ
＝
笊
笆
樽
井
公
民
館
▼
内
容
＝
笊

お
手
伝
い
に
つ
い
て
笆
ひ
と
り
部
屋
に

つ
い
て
▼
講
師
＝
笊
笆
宮
本
　
由
起
代

さ
ん
（
大
阪
心
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
▼
対
象
＝
学
童
期

（
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
低
学
年
程
度
）

の
子
ど
も
の
保
護
者
▼
定
員
＝
三
十
人

程
度
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
一
時
保
育
＝

一
歳
半
以
上
就
学
前
の
子
ど
も
で
各
回

十
五
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
費
用

は
初
回
の
み
子
ど
も
一
人
に
つ
き
保
険

代
五
〇
〇
円
）
▼
申
込
み
＝
▽
一
時
保

育
の
不
要
な
方
は
、
笊
笆
の
七
日
前

（
必
着
）
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

住
所
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
▽
一
時
保
育
の
必
要
な
方
は
、
笊

笆
の
十
五
日
前
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
子
ど

も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生

年
月
日
、
子
ど
も
の
傾
向
（
保
育
を
す

る
上
で
役
立
つ
子
ど
も
の
情
報
）
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
※
返
信
ハ
ガ
キ
に

は
ご
自
分
の
宛
名
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。
▼
そ
の
他
＝
一
回
単
位
で
も
連
続

で
も
受
講
で
き
ま
す
。
但
し
一
時
保
育

の
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
一
回
ご
と

に
抽
選
し
ま
す
。
ま
た
一
歳
半
未
満
の

お
子
さ
ん
は
会
場
に
入
室
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉

南
市
樽
井
六
・
十
一
・
十
六
樽
井
公
民

館
思
春
期
が
く
る
前
に
係
（
薀
祟
４
３

６
１
／
蕭
祟
４
３
８
０
／e-m

ail：
tarui-k@

city.sennan.osaka.jp

）

図
書
館
二
階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
資

料
室
前
）
で
、「
幕
末
・
明
治
の
和
書
」

展
を
開
催
中
。
江
戸
末
期
か
ら
明
治
中

期
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
数
学
、
医
学
、

辞
書
、
教
科
書
等
一
〇
〇
点
余
り
を
展

示
。
併
せ
て
「『
言
論
の
自
由
』
の
比
較
」

と
し
て
戦
前
の
発
禁
本
、
戦
後
の
各
種

雑
誌
の
創
刊
号
も
展
示
中
で
す
。
▼
費

用
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

泉
南
市
絵
本
と
お
は
な
し
の
会
で
は
、

世
界
の
昔
話
や
日
本
の
昔
話
・
創
作
話

等
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
、「
お
は
な
し

の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

六
月
十
一
日
貊
、
午
後
五
時
開
場
。
第

一
部
午
後
六
時
〜
六
時
半
、
第
二
部
午

後
六
時
四
十
五
分
〜
七
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
（
一
階
小
会
議
室

Ａ
・
Ｂ
）
▼
内
容
＝
お
は
な
し
（
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）
▼
対
象
＝
大
人
▼

定
員
＝
先
着
五
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
不
要
▼
そ
の
他
＝
お
は
な
し

の
出
典
図
書
や
読
み
聞
か
せ
を
す
る
絵

本
も
展
示
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
図
書

館
・
同
会
事
務
局
（
薀
礇
７
４
２
６
）

う
ち
ょ
う
ら
ん
展
と

山
野
草
展
示
会
を
開
催

思
春
期
が
く
る
前
に

シ
ニ
ア
い
き
い
き

講
座
を
開
催
し
ま
す

第１０回 泉州南合併
協議会を開催します

▼とき＝７月２日貊、午後
２時から
▼ところ＝阪南市立文化セ
ンター（サラダホール）１
階小ホール／阪南市尾崎町
３５－３
▼その他＝協議会はどなた
でも傍聴できます。傍聴受
付は午後１時３０分から、
先着順で６０名を予定して
います。なお、ご来場の際
は公共交通機関をご利用願
います。
▼問合せ＝泉州南合併協議
会事務局（薀磬６４４４）

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

こ
ま
ま
わ
し
＆
お
手
玉

泉州南合併協議会（泉佐野市、泉南市、阪南市、田

尻町、岬町）では、地域住民の方々に市町合併の関

心や意識を高めていただくことを目的に、合併シン

ポジウムを開催いたします。

シンポジウムでは、合併協議の現況報告を行うと

ともに、これからのまちづくりや施策のあり方等に

関する討論を通じて、様々な観点から合併に関する

話題や情報の提供を行います。

▼とき＝６月１３日豸午後１時３０分～

▼ところ＝阪南市立文化センター（サラダホール）

1階　大ホール

（阪南市尾崎町３５－３／南海本線「尾崎駅」下車

徒歩３分）

▼テーマ＝泉州南の新たなまちづくりを目指して

▼内容（予定）＝第1部基調講演　合併先進事例

第2部パネルディスカッション　合併協議会委員、

新市まちづくり懇談会委員および先進地の合併担当

者による討論

▼その他＝・事前の参加申し込みは不要です。

・一時保育、手話通訳あります。

・自動車でのご来場はご遠慮ください。

▼問合せ＝泉州南合併協議会事務局（薀磬６４４４、

蕭磬６４４３）

図
書
館
特
別
展
示
の

お
知
ら
せ

お
は
な
し
の
夕
べ
を

開
催
し
ま
す
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海
水
浴
場
管
理
会
で
は
、
サ
ザ
ン
ビ

ー
チ
の
ア
ル
バ
イ
ト
監
視
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
▼
雇
用
期
間
＝
七
月
一
日

貅
〜
八
月
三
十
一
日
貂
▼
勤
務
時
間
＝

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時
（
日
曜
日
・

祝
日
は
午
前
八
時
〜
午
後
六
時
）
▼
対

象
＝
十
八
歳
以
上
の
水
泳
の
で
き
る
方

（
高
校
生
は
不
可
）
▼
募
集
人
員
＝
二

十
人
程
度
▼
賃
金
（
時
給
）
＝
八
〇
〇

円
〜
一
、
〇
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
六
月

一
日
貂
〜
六
月
十
一
日
貊
の
各
日
午
前

九
時
〜
午
後
四
時
（
土
、
日
曜
日
は
除

く
）
に
履
歴
書
を
持
参
の
上
、
樽
井
漁

業
協
同
組
合
事
務
所
（
り
ん
く
う
南
浜
）

へ
▼
面
接
日
＝
六
月
十
三
日
豸
午
前
十

時
〜
※
時
間
厳
守
▼
面
接
場
所
＝
樽
井

漁
業
協
同
組
合
会
議
室
▼
問
合
せ
＝
樽

井
漁
業
協
同
組
合
（
薀
祟
５
５
１
９
）

泉
南
市
商
工
会
で
は
、
商
工
業
者
の

皆
さ
ま
の
経
営
上
の
諸
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
専
門
相
談
員
に
よ
る
個
別
相

談
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
是
非
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
笊
六
月
九
日

貉
笆
六
月
十
八
日
貊
笳
六
月
二
十
四
日

貅
▼
と
こ
ろ
＝
笊
笆
笳
泉
南
市
商
工
会

（
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー
二
階
）
▼
内

容
＝
笊
税
務
相
談
笆
登
記
・
債
権
相
談

笳
法
律
相
談
▼
対
象
＝
市
内
商
工
業
者

▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

事
前
予
約
必
要
（
先
着
五
名
）
・
泉
南

市
商
工
会
（
薀
祟
６
３
６
５
）

職
場
の
い
じ
め
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
、
相
談
会
・
防
止

セ
ミ
ナ
ー
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
六
月
十
四
日
豺
、

午
後
六
時
〜
午
後
八
時
笆
六
月
十
七
日

貅
、
午
前
十
時
〜
午
後
八
時
笳
六
月
十

七
日
貅
、
午
後
二
時
〜
午
後
四
時
▼
と

こ
ろ
＝
笊
大
阪
市
中
央
区
石
町
二
・

五
・
三
／
エ
ル
・
お
お
さ
か
南
館
九
階

会
議
室
笆
笳
堺
市
曽
根
町
一
三
〇
・
二

三
／
大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
南
大
阪

セ
ン
タ
ー
（
堺
商
工
会
議
所
五
階
）
▼

内
容
＝
笊
防
止
基
本
セ
ミ
ナ
ー
笆
相
談

会
笳
防
止
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
／
地

域
労
政
グ
ル
ー
プ
（
薀
06
・
６
９
４

６
・
２
６
０
８
）

大
阪
タ
オ
ル
工
業
組
合
で
は
、
泉
州

地
域
の
地
場
産
業
で
あ
る
タ
オ
ル
製
造

業
の
活
性
化
及
び
地
域
住
民
へ
の
還
元

と
交
流
を
目
的
に
第
六
回
タ
オ
ル
バ
ザ

ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
七
日
豸
午
前
九
時

〜
午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
佐
野
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
前
特
設
会
場
（
南
海
泉
佐
野

駅
下
車
徒
歩
三
分
）
▼
内
容
＝
メ
ー
カ

ー
に
よ
る
タ
オ
ル
の
即
売
▼
そ
の
他
＝

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
▼
問
合
せ
＝
地
域

振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開
放
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
や
保
育
所
に

通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
保
育
所

で
は
子
育
て
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
笊
笆
六
月
一
日
貂
・
七
月
六

日
貂
笳
笘
六
月
十
五
日
貂
・
七
月
二
十

日
貂
笙
六
月
八
日
貂
・
六
月
二
十
二
日

貂
・
七
月
十
三
日
貂
・
七
月
二
十
七
日

貂
▼
と
こ
ろ
＝
笊
信
達
保
育
所
笆
樽
井

保
育
所
笳
浜
保
育
所
笘
鳴
滝
第
一
保
育

所
笙
ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育

所
内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）
▼
開
放
時
間
＝

笊
笳
笙
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
笆
笘
九

時
半
〜
十
一
時
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉

課
（
内
線
二
八
一
）

平
成
十
六
年
度
演
劇
講
座
・
講
座
生

募
集
の
お
知
ら
せ
。
演
劇
に
興
味
や
関

心
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
体
験
・

見
学
大
歓
迎
！
▼
と
き
＝
第
二
・
四
土

曜
日
、
午
前
十
時
〜
十
二
時
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
対
象
＝
小
学
校
四

年
生
〜
大
人
ま
で
▼
定
員
＝
三
十
名
程

度
▼
参
加
費
＝
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス

ト
代
・
公
演
発
表
等
の
実
費
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。）
▼
内
容
＝
演
劇
を

講
座
生
の
皆
さ
ん
で
作
り
上
げ
て
行
き

ま
す
。
今
年
度
中
に
ク
ラ
ブ
化
を
目
指

し
て
現
在
活
動
し
て
い
ま
す
。
▼
申
込

み
＝
講
座
開
講
日
に
樽
井
公
民
館
ま
で

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝

樽
井
公
民
館
（
薀
祟
４
３
６
１
）

山
野
草
の
最
高
峰
、
う
ち
ょ
う
ら
ん

を
観
賞
し
ま
せ
ん
か
▼
と
き
＝
六
月
十

う
ち
ょ
う
ら
ん
展
を

開
催
し
ま
す

真
夏
の
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ

で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

職
場
の
い
じ
め
等
の

相
談
会
を
開
催

タ
オ
ル
バ
ザ
ー
ル
を

開
催
し
ま
す

演
劇
講
座
を
開
催

し
ま
す

商
工
業
者
の
方
の
個
別

相
談
を
実
施
し
ま
す

保
育
所
で

遊
び
ま
せ
ん
か

関西国際空港に離発着する飛行機を眺めなが

ら海水浴がたのしめるサザンビーチが７月１日

貅にオープンします。

昨年も花火大会やビーチサッカー大会など

様々なイベントが行われ、多くの海水浴客でに

ぎわいました。今年もサザンビーチは2,500台駐

車可能な大駐車場をはじめ、売店、更衣室、シ

ャワー室、水洗トイレなどの施設を用意して、

皆さまのお越しをお待ちしています。

▼開設期間＝７月１日貅～８月31日貂

▼開設時間＝▽平日は午前９時～午後５時▽土

日祝日は午前８時30分～午後６時

▼駐車料金＝▽自二車・原付（200円）▽軽・

普通自動車（1,200円）▽大型車（3,000円）

▼更衣室・シャワー室料金（兼用）＝▽大人

（400円）▽子供（200円）

▼問合せ＝樽井漁業組合（薀祟５５１９）

もうすぐサザンビーチ
がオープンします

●「のびっ子教室」に参加しませんか。
子どもの年齢に合わせた遊びを楽しみながら親

子で友達づくりをしませんか。

▼とき＝７月２１日貉～８月２５日貉までの毎週

水曜日午前９時半～１１時（全６回）▼ところ＝

子育て支援センター『ひだまり』▼対象＝平成１

３年４月２日～平成１４年４月１日生まれの子ど

もとその保護者（※前回ののびっ子教室参加者は

ご遠慮下さい）▼内容＝ふれあい遊び・リトミッ

ク・スライム作り・新聞で遊ぼう・プール遊び・

パーティーを楽しもう・保護者の交流・身体計

測・おやつの時間等▼参加費＝無料（おやつ代等

は各自負担）▼定員＝１５組（多数の場合は抽選）

▼申込み・問合せ＝６月１４日豺～３０日貉まで

にお電話で子育て支援センター（薀祚３３７１）

●「わんぱく教室」に参加しませんか。
子育ての中で、日頃感じていることを話し合っ

たり、子どもの成長・健康・食生活などについて

交流しながら友達をつくりませんか。

▼とき＝７月１日貅～８月５日貅迄の毎週木曜

日、午前１０時～１１時半（全６回）▼ところ＝

子育て支援センター『ひだまり』（鳴滝第二保育

所内）▼対象＝平成１４年７月１日～平成１５年

６月３０日生まれの子どもとその保護者▼内容＝

ふれあい遊び・おもちゃ作り・水遊び・ミニ講座

「食生活」・調理実習「おやつ」・保護者の交流

等▼参加費＝無料（実習の材料費は各自負担）▼

定員＝１０組（多数の場合は抽選）▼申込み・問

合せ＝６月１８日貊までにお電話で子育て支援セ

ンター（薀祚３３７１）

●子育て支援センターひだまりの出前保育
『ひだまり』のスタッフが出前をして遊びの場

を提供。親子で参加し、楽しく遊びましょう！ア

ジサイが見頃です。カタツムリもいるかも？

▼とき＝６月１８日貊午前１０時～１１時▼とこ

ろ＝長慶寺文化会館（長慶寺駐車場内）▼対象＝

就学前の子どもとその保護者▼内容＝季節の歌・

手遊び・大型紙芝居・親子での遊び等▼申込み＝

不要▼その他＝雨天実施、駐車場有▼問合せ＝子

育て支援センター『ひだまり』（薀祚３３７１）



市
民
の
皆
さ
ん
の
丹
精
込
め
た
手
作

り
の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。
▼
と
き
＝
七

月
二
十
三
日
貊
〜
七
月
二
十
五
日
豸
の

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉

南
市
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼
応
募
資

格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

（
中
学
生
以
下
は
除
く
）
▼
募
集
部
門
＝

絵
画
、
生
花
、
陶
芸
（
応
募
作
品
は
自

作
で
一
人
一
部
門
に
つ
き
二
点
ま
で
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
六
月
十
五
日
貂

〜
六
月
三
十
日
貉
（
月
曜
日
は
休
館

日
）
・
文
化
ホ
ー
ル
事
務
局
（
図
書
館

二
階
）

大
阪
府
立
大
型
児
童
館
「
ビ
ッ
グ
バ

ン
」
が
、
た
く
さ
ん
の
遊
び
の
道
具
や

ヒ
ン
ト
を
積
ん
で
泉
南
市
に
や
っ
て
き

ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
六
月
四
日
貊
笆
六

月
十
一
日
貊
笳
六
月
十
五
日
貂
笘
六
月

二
十
五
日
貊
※
時
間
は
す
べ
て
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
笊
新
家

南
幼
稚
園
笆
西
信
達
幼
稚
園
笳
信
達
保

育
所
笘
浜
保
育
所
▼
対
象
＝
〇
〜
五
歳

児
と
保
護
者
▼
参
加
費
＝
一
人
に
つ
き

三
十
円
（
保
険
代
）
▼
申
込
み
＝
不
要

で
す
▼
そ
の
他
＝
車
で
の
ご
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
▼
主
催
＝
泉
南
市
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
女
性
部
会
▼
問

合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
二
四
四
）

9

泉
南
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ビ
ッ
グ
バ
ン
が

や
っ
て
く
る
よ

8

今
ま
で
の
「
小
さ
い
子
の
時
間
」「
大

き
い
子
の
時
間
」
の
区
別
が
な
く
な
り
、

四
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
な
ら
誰
で
も
入

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
豊
か
な
言

葉
で
想
像
の
世
界
が
広
が
る
・
・
・
。

図
書
館
で
は
、
そ
ん
な
『
お
は
な
し
』

を
通
し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど

も
た
ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
保
護
者

の
方
も
ど
う
ぞ
！

▼
と
き
＝
六
月
十
二
日
貍
午
後
二
時
半

〜
三
十
分
程
度
（
時
間
の
変
更
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。）
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二

階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
四
歳
以
上
の
お

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
各
回

先
着
四
十
人
（
途
中
で
の
出
入
り
は
不

可
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
第
一
、

三
、
四
土
曜
日
の
午
後
二
時
半
〜
三
十

分
程
度
、
同
場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る
紙
芝

居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。

申
込
み
は
不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

泉
南
の
建
造
物
と
仏
教
美
術
に
つ
い

て
、
第
一
線
で
ご
活
躍
の
先
生
方
に
、

最
新
の
研
究
成
果
を
も
と
に
講
義
を
行

な
っ
て
頂
き
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
六
月

二
十
六
日
貍
、
笆
七
月
十
日
貍
い
ず
れ

も
午
後
一
時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

古
代
史
博
物
館
　
講
堂
兼
視
聴
覚
室
▼

講
師
・
講
演
内
容
＝
笊
植
松
　
清
志
さ

ん
（
大
阪
人
間
科
学
大
学
）

「
せ
ん
な

ん
の
建
造
物
（
仮
題
）」
笆

吉
原
　
忠
雄

さ
ん
（
大
谷
女
子
大
学
）

「
せ
ん
な
ん

の
仏
教
美
術
（
仮
題
）」
▼
定
員
＝
先
着

七
十
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）
▼
受
付
開
始
＝
六
月
五
日
貍
▼

申
込
み
＝
古
代
史
博
物
館
へ
電
話
も
し

く
は
直
接
来
館
し
て
申
込
み
、
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
（m

aibun@
city.sennan.

osaka.jp

）
に
必
要
事
項
（
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
）
を
記
入
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
▼
問
合

せ
＝
古
代
史
博
物
館
（
薀
祟
６
７
８
９
）

博
物
館
の
ロ
ビ
ー
に
大
き
な
笹
を
飾

り
ま
す
。
願
い
事
を
短
冊
に
書
い
て
お

星
様
に
か
な
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
六
日
貍
〜
七
月
七

日
貉
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館
ロ
ビ

ー
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
費
用
＝
無
料
▼

問
合
わ
＝
古
代
史
博
物
館
（
薀
祟
６
７

８
９
）

ホ
タ
ル
を
眺
め
ら
れ
る
里
が
、
全
国

で
次
々
と
復
活
し
て
い
る
中
、
紀
泉
わ

い
わ
い
村
も
そ
の
一
つ
で
す
。
幻
想
的

な
世
界
の
観
賞
に
、
あ
な
た
も
家
族
・

友
だ
ち
を
誘
っ
て
こ
の
集
い
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
六
月
十
二
日
貍
、

午
後
六
時
半
〜
九
時
半
（
雨
天
の
場
合

は
コ
ン
サ
ー
ト
の
み
開
催
）
▼
と
こ

ろ
＝
「
紀
泉
わ
い
わ
い
村
」
泉
南
市
信

達
葛
畑
（
泉
南
堀
河
ダ
ム
奥
※
駐
車
場

は
一
五
〇
台
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
）
▼

内
容
＝
第
一
部GRU

PO
A
RCA

D
IA

コ

ン
サ
ー
ト
、
第
二
部
堀
河
川
の
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
鑑
賞
会
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興

課
（
内
線
五
八
三
）

介
護
保
険
制
度
に
戸
惑
っ
て
い
た
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
不
安
や
不
満
を
持
つ

高
齢
者
に
対
応
す
る
た
め
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
の
身
近

な
相
談
員
と
し
て
、
泉
南
市
ほ
っ
と
介

護
相
談
員
の
平
成
十
六
年
度
登
録
を
行

い
ま
す
。
こ
の
介
護
相
談
員
登
録
事
業

は
平
成
十
三
年
十
二
月
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
市
内
の
介
護
保
険
施
設
や

相
談
希
望
者
の
居
宅
を
訪
問
し
て
、
介

護
保
険
制
度
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
相
談
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
、
高

齢
者
の
介
護
に
関
す
る
不
安
や
不
満
の

解
消
に
努
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

▼
資
格
＝
介
護
相
談
に
必
要
な
知
識
や

経
験
、
ま
た
は
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
対
し
て
、
意
欲
と
理
解
が
あ
る
人

で
、
市
が
指
定
す
る
介
護
相
談
員
養
成

研
修
（
五
日
間
程
度
）
を
受
講
し
て
い

た
だ
け
る
人
。（
市
内
在
住
の
六
十
五
歳

以
下
の
人
）
▼
申
込
み
＝
申
込
書
及
び

履
歴
書
を
持
参
の
上
、
六
月
二
十
五
日

貊
ま
で
に
介
護
保
険
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。（
所
定
用
紙
あ
り
）
▼
募
集

人
数
＝
五
名
程
度
▼
問
合
せ
＝
介
護
保

険
課
（
内
線
三
三
五
）

▼
募
集
場
所
＝
泉
南
市
樽
井
八
丁
目

十
一
番
　
前
畑
団
地
十
号
棟
▼
名
称
＝

泉
南
市
設
前
畑
団
地
店
舗
笊
第
三
号
及

び
笆
第
四
号
▼
構
造
＝
笊
笆
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
四
階
建
（
店
舗：

一
階
）
▼

面
積
＝
笊
二
十
四
、
五
六
㎡
笆
十
二
、

五
四
㎡
▼
保
証
金
＝
笊
二
十
万
円
笆
十

万
円
▼
月
額
使
用
料
＝
笊
一
四
、
〇
〇

〇
円
笆
八
、
〇
〇
〇
円
▼
使
用
資
格
＝

①
市
内
に
住
所
又
は
営
業
所
を
有
す
る

者
。
②
店
舗
で
営
業
を
営
む
に
足
り
る

資
力
、
信
用
及
び
技
能
を
有
す
る
者
。

③
保
証
人
が
二
人
あ
る
者
。
④
市
営
前

畑
団
地
及
び
周
辺
地
域
の
生
活
利
便
を

図
る
施
設
で
あ
る
こ
と
。
但
し
、
事
務

所
を
除
く
。
潸
現
在
店
舗
で
営
業
し
て

い
る
業
種
と
異
な
る
業
種
で
あ
る
こ
と
。

以
上
全
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方
に
限

り
ま
す
。
▼
申
込
用
紙
の
配
布
＝
六
月

七
日
豺
〜
六
月
二
十
五
日
貊
▼
申
込
期

間
＝
六
月
十
四
日
豺
〜
六
月
二
十
五
日

貊
ま
で
▼
申
込
み
＝
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項
＝
▽
申
込
者
が
多
数
の
場

合
は
、
書
類
審
査
の
上
、
抽
選
で
決
定

し
ま
す
。
▽
店
舗
は
現
状
渡
し
で
、
改

装
費
用
は
使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
契
約
時
に
は
、
請
書
、
代
表
者
身
元

証
明
書
又
は
法
人
登
記
簿
謄
本
、
印
鑑

証
明
書
、
納
税
証
明
書
等
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
▼
申
込
先
・
問
合

せ
＝
施
設
管
理
課
住
宅
公
園
係：

市
役

所
別
館
二
階
（
内
線
五
八
一
・
五
八
二
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ
て
、
健

康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
？
市
民
体
育
館
で
は
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
に
、
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

▼
と
き
＝
七
月
十
一
日
豸
午
前
十
時
〜

十
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
市
民
体
育
館

（
泉
南
市
樽
井
二
・
二
六
・
一
）
▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で
十
八
歳
以
上

の
方
▼
定
員
＝
先
着
五
十
名
▼
申
込
期

間
＝
七
月
一
日
貅
〜
七
月
九
日
貊
、
午

前
九
時
〜
午
後
五
時
（
月
曜
の
午
後
・

火
曜
日
は
休
館
）
但
し
、
期
間
内
で
あ

っ
て
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
▼
申
込
方
法
＝
体
育
館
備
え
付
け

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真

一
枚
（
三
詢
×
二
・
五
詢
）
を
添
え
て
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
内
容
＝
講
義
・
実
習
▼
持
参

品
＝
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
上
靴
▼
そ

の
他
＝
・
講
習
会
を
終
了
さ
れ
た
方
に

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使
用
許
可
証
」
を

発
行
し
ま
す
。
・
許
可
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
所
定
の
料
金
を
払
っ
て
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
を
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。（
許
可
証
が
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま

せ
ん
。）
・
許
可
証
の
期
限
が
切
れ
て
い

る
方
は
、
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
期
限
を
六
ヶ
月
以
上
経
過
す

る
と
更
新
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
▼
問

合
せ
＝
市
民
体
育
館
（
薀
祗
１
０
０
０
）

土
曜
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

が
少
し
か
わ
り
ま
す

第
三
回
音
と
光
の

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

七
夕
さ
さ
か
ざ
り

介
護
相
談
員
登
録
希

望
者
を
募
集
し
ま
す

古
代
史
博
物
館
講
座

の
お
知
ら
せ

泉
南
市
設
前
畑
団
地
店
舗

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会
の
ご
案
内

■あいぴあデイサービス

センターだより■
あいぴあでは障害者の方を

対象に、身体障害者・知的障
害者デイサービス（支援費）
を実施しています。デイサー
ビスは障害をもつみなさまの

社会参加と自立支援を目的としています。陶芸・絵画・書
道・レザークラフト教室などの創作活動、水泳・ジャザサ
イズ・フライングディスク、ゲーム大会などのスポーツレ
クレェーション、機能訓練、また外出行事として美術館や
ビール工場見学と多彩なメニューでわきあいあいと活動し
ています。平成１５年度は延べ２，７９９人のご利用をい
ただきました。
オープン当初細かったあいぴあの桜も７年を迎え、ずい

ぶん大きくなり今年はとてもきれいに咲きました。私たち
もこのさくらのように日々成長していきたいと思います。
一度気軽に見学にきてみませんか？みんなであなたのお越
しをお待ちしています。

■泉南市肢体不自由者（児）機能訓練事業のご紹介■
あいぴあで障害者（児）の

機能回復訓練が行われている
ことをご存知でしょうか？保
護者の立ち上げから始まった
「泉南市肢体不自由者（児）
機能訓練事業（以下、訓練教
室）」は、市の事業となって
早いもので１７年目を迎えました。訓練教室では、理学療
法士、作業療法士による身体障害に対する機能訓練から知
的発達相談に対する相談窓口、保護者への健康管理など多
様なニーズに対応し、子どもたち一人一人に合った訓練を
行っています。また、訓練に継続して来られる方を対象に、
南大阪療育園の医師による年に１回の検診を毎年行ってい
ます。訓練教室の保護者会の活動も活発に行われています。
お母さん同士の交流や情報交換の場としての親睦会を開催
したり、訓練教室ニュース「ねぎぼうず」の編集・発行を

行うなど、訓練教室を陰ながら支援して下さっています。
１５年度の登録者数は２５名、新規相談者４６名、年間

延べ１９４名の方々が利用されました。障害の種類では脳
性麻痺、ダウン症をはじめとして身体障害と知的・心理的
発達障害を併せもった多種多様の障害者（児）の方々が利
用されています。年齢層も乳幼児から成人まで幅広くなっ
ています。オープン当初から利用者数、登録者数は年々増
加し、障害の種類も多様化しています。市民のニーズも大
変高く、今後も継続していかなければならない事業である
と考えています。
▼とき＝毎月第１・３木曜日、１０時～１２時・１３時～
１６時▼ところ＝泉南市総合福祉センター（あいぴあ泉南）
１階　機能回復訓練室▼対象＝ 泉南市在住の障害者（児）
で、関係機関から紹介を受けた方、または市で訓練を受け
たい子ども全て▼内容＝個別
での機能回復訓練・相談など、
各々に応じたプログラム▼そ
の他＝完全予約制、一人の子
どもに関わる時間３０分程度
▼問合せ＝あいぴあ泉南／薀
祕０７０７蕭祕０９０９

■アロマテラピー入門講座のご案内■
アロマテラピーとは「植物を利用し

た心と体のケア」です。
お気に入りのエッセンシャルオ

イルの香りでハンドマッサージを
したり、入浴剤を作ったり、ハー
ブティーを飲んでみたりと…日頃のス
トレスを解消し心と体を癒してみましょう。▼とき＝６月
２５日貊・６月２９日貂・７月５日豺、午後１時半～３時
▼ところ＝あいぴあ泉南▼対象＝６０歳以上の市民、１８
歳以上の障害者手帳所持者▼定員＝２０名（多数の場合は
抽選）▼材料費＝実費（１回・１，５００円程度）▼申込
み＝電話であいぴあ泉南へ　薀祕０７０７



身
体
障
害
者
（
児
）
及
び
知
的
障
害
者
（
児
）

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
「
措
置
制
度
」
に
か
わ
り
、
新
た
に
「
支

援
費
制
度
」
が
昨
年
四
月
よ
り
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
支
援
費
制
度
は
、
障
害
者
本
人
が
希
望
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
事
業
者
と
利
用
契
約
を
結

び
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
仕
組
み
で
す
。
こ
の

制
度
を
利
用
さ
れ
た
い
方
は
、
高
齢
障
害
福
祉

課
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
ま
た
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
「
せ
ん
な
ん
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
」

で
も
、
本
制
度
の
利
用
援
助
の
ほ
か
障
害
者
の

方
の
総
合
的
な
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
下
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福

祉
課
（
内
線
三
〇
九
）
／
せ
ん
な
ん
ピ
ア
セ
ン

タ
ー
薀
祗
０
１
１
４
／
蕭
祗
２
１
１
７

身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
又
は
療
育
手
帳

Ａ
判
定
を
お
持
ち
の
方
に
発
行
し
て
い
ま
す
タ

ク
シ
ー
券
の
利
用
で
き
る
会
社
が
増
え
ま
し
た
。

な
お
、
補
助
券
の
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
は
一

般
の
中
型
タ
ク
シ
ー
と
な
り
ま
す
。
車
椅
子
を

ご
利
用
の
方
は
リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
券
で
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
会
社
名
＝
阪
南
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
薀
磴
２
８

５
７
）
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

二
八
八
）

六
月
一
日
現
在
で
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
、
商
業
統
計
調
査
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調

査
の
三
つ
の
調
査
が
全
国
一
斉
に
同
時
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
総
務
省
と
経
済
産
業

省
が
実
施
す
る
も
の
で
、
三
つ
の
調
査
が
一
枚

の
調
査
票
で
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
対
象
は
、

全
国
す
べ
て
の
民
営
の
事
業
所
で
す
。
調
査
の

結
果
は
地
域
開
発
計
画
や
都
市
計
画
な
ど
の
基

礎
資
料
や
、
国
や
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
お

け
る
商
業
の
育
成
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興
等

に
係
る
諸
施
策
の
企
画
・
立
案
の
基
礎
資
料
と

な
り
ま
す
。
５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
票

の
記
入
の
お
願
い
に
各
事
業
所
を
訪
問
い
た
し

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
二
六
八
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
問
題
審
議

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
審
議
会
に
は
三
つ
の

専
門
部
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
二
回
の

専
門
部
会
の
日
程
は
、
次
の
通
り
で
す
。
▼
問

合
せ
＝
教
育
総
務
課
（
内
線
二
五
四
）

現
在
泉
南
市
で
は
（
仮
称
）
次
世
代
育
成
支

援
地
域
行
動
計
画
を
策
定
中
で
す
。
そ
こ
で
、

よ
り
幅
広
い
市
民
の
声
を
と
り
い
れ
る
た
め
に

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
に
つ
い
て
の
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
▼
テ
ー
マ
＝
子
育
て
・
子
育

ち
支
援
に
関
す
る
こ
と
。
▼
申
込
＝
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
（jidou-f@

city.sennan.

lg.jp

）
・
郵
送
で
泉
南
市
役
所
児
童
福
祉
課
ま

で
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
就
学
前
特
例
給
付

を
受
け
て
い
る
方
は
、
六
月
中
に
児
童
手
当
・

特
例
給
付
・
就
学
前
特
例
給
付
現
況
届
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
は
、
六
月

一
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
等

を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提
出

が
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
六
月
中
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
、
六

月
三
日
頃
に
、
受
給
者
の
方
あ
て
に
郵
送
し
ま

す
。
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

今
年
度
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た

nf or mat i
i

o n

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361

だ
い
て
い
る
方
へ
、「
介
護
給
付
費
通
知
書
」
を

郵
送
い
た
し
ま
す
（
年
四
回
を
予
定
）。「
介
護

給
付
費
通
知
書
」
は
、
あ
な
た
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書
で
す
。

月
々
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
作
成
す
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
ひ
と
月
ご
と
に
ま
と
め
た
「
サ
ー
ビ

ス
利
用
票
」
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
票
」
と
「
介
護
給
付
費
通

知
書
」
を
見
比
べ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
方
は
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
宅
で
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

必
要
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
や
無
駄
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
と
、
逆
に
自
立
し
た
生
活
を
促
す

の
と
は
反
対
の
結
果
を
招
い
て
し
ま
う
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。「
介
護
給
付
費
通
知
書
」
で
利
用
し

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
な
が
ら
、
自
立
し

た
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。「
介
護
給
付
費
通

知
書
」
の
記
載
内
容
に
間
違
い
や
不
明
な
点
が

あ
れ
ば
、
介
護
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
▼
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
（
内
線
三
三
五
）

六
月
一
日
〜
三
十
日
ま
で
の
期
間
、
大
阪
府
内

に
お
い
て
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
強
化
月
間
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
ゴ
キ
ブ
リ
に
よ
る
感
染
症
や
食
中
毒
を
防

止
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
環

境
整
備
課
で
は
期
間
中
に
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
剤
（
数

量
に
限
り
あ
り
）
を
ご
希
望
の
方
に
配
布
し
ま
す
。

駆
除
剤
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
環
境
整
備
課
へ
お
越
し
下
さ
い
。
▼
問
合

せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）

11

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後1時～4時 
笆毎月第２水曜日 
　午後6時～9時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

6月3日、10日、24日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉 
　センター内 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第3金曜日 
午後2時～4時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

第2～4金曜日 
午後1時30分 
　～2時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

ゴ
キ
ブ
リ
駆
除

強
化
月
間

世界中のいろいろな飛

行機を間近で見ること

のできる関空展望ホー

ルが、７月３日貍に生

まれ変わります。デッ

キにウッドや緑を取り

入れ、飛行機を眺めな

がらくつろぐことので

きる憩いのスペースとして、より魅力的にリニュー

アルします。新しくなる展望ホールにご期待下さい。

▼リニューアルオープン予定日＝７月３日貍（６月
２１日豺～７月２日貊は工事に伴い、全館休館）

詳 細 に つ い て は 、 ホ ー ム ペ ー ジ ／

http://www.kansai-airport.or.jp/

▼問合せ＝関空見学展望ホール薀５５－２０８２
（午前１０時～午後６時）

関西国際空港情報：№49

関空展望ホールリニューアルオープン！関空展望ホールリニューアルオープン！

10

統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

タ
ク
シ
ー
利
用
券

事
業
所
追
加
に
つ
い
て

支
援
費
制
度
を

ご
利
用
下
さ
い

こ
ん
な
街
で
子
育
て

し
た
い
ね
ん
！

児
童
手
当
等
の
現
況
届

の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

教
育
問
題
審
議
会

開
催
に
つ
い
て

就
学
前
部
会 

学
校
教
育
部
会 

六
月
九
日
（
水
） 

六
月
十
一
日
（
金
） 

地
域
家
庭 

教
育
部
会 

六
月
四
日
（
金
） 

樽井公民館 

時間はいずれも 
午後三時から五時です。 

介
護
給
付
費
通
知
書
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
認
を
！



が
砂
川
老
人
集
会
場
（
和
歌
山
銀
行
隣
）
に
変

わ
り
ま
し
た
。
ご
注
意
下
さ
い
。
巡
回
日
時
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
本
を
借
り
ら
れ
る

方
は
、
図
書
館
の
貸
出
券
が
必
要
で
す
。
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の

（
免
許
証
、
保
険
証
、
泉
南
市
民
証
、
本
人
宛
に

届
い
た
手
紙
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
▼
問

合
せ
＝
図
書
館
薀
祗
７
７
６
６

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
す
る
と
、
年

金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
。
遺
族
の

方
は
、
速
や
か
に
「
死
亡
の
届
」
を
し
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
後
で
返
納
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。
年
金
は
死
亡
し
た
月
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。
死
亡
さ
れ
た
方
に
支
払
わ
れ
る
年
金
が
残

っ
て
い
る
場
合
は
、
遺
族
の
方
が
未
支
給
年
金

と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
届
け
出

先
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金
の
種
類
で
異
な
り

ま
す
の
で
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

次
の
要
件
笊
〜
笳
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
り
、
市
・
府
民
税
が
減
免
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
笊
災
害
（
火
災
、
風
水

害
な
ど
）
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
笆
生
活

扶
助
等
を
受
け
て
い
る
場
合
笳
前
年
中
の
所
得

（
自
己
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得
た
事
業
所
得
、
給

与
所
得
、
雑
所
得
に
限
る
）
が
一
定
以
下
で
、

当
該
年
度
中
の
所
得
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
期
限
が
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
減
免

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
五
一
・
二
三
八
）

▼
住
宅
を
管
理
さ
れ
て
い
る
方
々
へ

住
宅
敷
地
内
の
遊
び
場
の
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
の
遊
び
の
特
性
や
遊
具
に

係
る
事
故
等
を
考
慮
し
、
管
理
者
に
お
い
て
必

要
な
安
全
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
遊
具
等
の
点
検
を
頻
繁
に
行

い
、
不
具
合
に
対
す
る
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
内
や
住
宅
団
地
内
に

あ
る
子
ど
も
の
遊
び
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
遊

具
な
ど
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

や
地
元
住
民
の
方
々
が
自
主
管
理
を
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

遊
具
の
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
十
分
に
ご
留

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
都
市
公
園
に
お
け
る
遊

具
の
安
全
確
保
に
関
す
る
指
針
」（
国
土
交
通
省

策
定
平
成
一
四
年
三
月
）
に
お
い
て
、
遊
具
の

安
全
確
保
に
関
す
る
指
針
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
国
土
交

通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w
.m
lit

.go.jp/kisha/kisha02/04/0403
11_.htm
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▼
問
合
せ
＝
施
設
管
理
課
（
内
線
５
８
２
）
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年
金
の
受
給
者
が
死
亡

し
た
と
き
は
届
出
を

　 　 笊 玳 珎 玻 珀
珥 笵 笨 璢 琅 瑯 琥
珸 笋 筌 瑕 琿 瑟 瑙
瑁 筰 筱 瑰 瑣 瑪 瑶
瑾 箍 箜 璧 珈 玳 珎
玻 笙 笞 珮 珞 璢  

6月1日～7月9日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　笊玳珎玻珀
珥縢笨璢琅瑯琥
珸縷筌瑕琿瑟瑙
瑁繙筱瑰瑣瑪瑶
瑾纃箜璧珈玳珎
玻縉笞珮珞璢  

　 　笊玳珎玻珀
珥縢笨璢琅瑯琥
珸縷筌瑕琿瑟瑙
瑁繙筱瑰瑣瑪瑶
瑾纃箜璧珈玳珎
玻縉笞珮珞璢  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

6月1日～7月9日・薀祗１０００ 

軆健康＆体力づくり躱の第一歩は、 
　　　　軆温水プール躱からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

6月1日～7月9日・薀祟４３６１ 

▼個人住民税の所得割及び均等割の非課税限度額が引き下げら

れました。

笊所得割の非課税限度額

改正前　所得金額≦３５万円×（本人＋扶養親族数）＋加算額３６万円※

改正後　所得金額≦３５万円×（本人＋扶養親族数）＋加算額３５万円※

笆均等割の非課税限度額

改正前　所得金額≦３２万円×（本人＋扶養親族数）＋加算額２２万円※

改正後　所得金額≦３２万円×（本人＋扶養親族数）＋加算額２０万円※

※笊笆の加算額は、扶養親族がある場合のみ加算されます。

▼個人住民税の均等割額が引き上げられました。

人口段階に応じた税率区分が廃止され、税率が年額３，０００

円に統一されました。

改正前　人口５０万以上の市　　　　　　３，０００円

人口５万以上５０万未満の市　　２，５００円

その他の市及び町村　　　　　　２，０００円

改正後　一律３，０００円

※個人府民税の均等割額は、現行の年額

１，０００円で変更ありません。

▼問合せ＝課税課（内線２５１・２３８）

平成１６年度税制改正をお知らせします

市
・
府
民
税
の
減
免
制
度

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

遊
具
の
安
全
確
保

に
つ
い
て

泉
南
市
農
業
委
員
会
は
、
東
野
　
藤
義

ひ
が
し
の
　
ふ

氏
の

会
長
職
辞
任
に
伴
い
、
平
成
十
六
年
四
月
十
二

日
臨
時
総
会
を
開
催
し
会
長
に
西
野
　
喜
多
治

に
し
の
　

氏(

五
五
歳
・
樽
井
在
住)
を
副
会
長(

会
長
職
務

代
理
者)

に
田
中
　
喜
久

た
な
か
　
　
よ

氏(
五
七
歳
・
幡
代
在

住)

を
選
出
し
ま
し
た
。
又
、
西
野
会
長
は
、
同

時
に
大
阪
府
農
業
会
議
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
、
泉
南
市
の
農
業
振
興
と
農
地
法

業
務
に
見
識
が
深
く
、
し
か
も
露
地
ト
マ
ト
や

泉
州
特
産
の
水
ナ
ス
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
専
業

農
家
の
方
々
で
す
。

六
月
五
日
は
「
環
境
の
日
」
で
す
。
国
が
平

成
五
年
に
制
定
し
た
環
境
基
本
法
で
市
民
の
皆

さ
ん
が
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
、
積
極
的
に
環
境
の
保
全
に
関
す
る
活

動
を
行
う
意
欲
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
日
の
都
市
・
生
活
型

公
害
や
地
球
環
境
問
題
に
代
表
さ
れ
る
課
題
を

克
服
し
、
将
来
の
世
代
に
豊
か
な
地
球
環
境
を

残
す
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組

め
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
私
た
ち
の
川
や
海
を
き
れ
い
に
！
家
庭
か
ら

の
生
活
排
水
が
、
河
川
の
汚
れ
の
原
因
の
約
八

割
を
占
め
ま
す
。
生
活
排
水
の
汚
れ
は
、
私
た

ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い
で
、
か
な
り
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
▽
三
角
コ
ー
ナ
ー
に

水
切
り
袋
を
付
け
て
、
調
理
く
ず
な
ど
が
直
接

流
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
▽
食
用
油
は

使
い
切
る
か
、
紙
な
ど
で
拭
き
取
る
な
ど
し
て
、

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
▽
食
器
の
汚

れ
は
ゴ
ム
ヘ
ラ
な
ど
で
取
り
除
い
て
か
ら
洗
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
▽
洗
濯
で
は
洗
剤
を
使

い
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
▽
浄
化
槽

は
年
一
回
の
法
定
検
査
を
忘
れ
ず
受
け
ま
し
ょ

う
。
▼
大
気
を
汚
さ
な
い
た
め
に
！
▽
毎
月
二

十
日
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
に
は
、
電
車
、
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
停
車
中
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
▽
買
い
換
え
る
時
は
低
公
害
車

や
低
排
出
ガ
ス
車
を
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
冷
房
は
二
八
度
、
暖
房
は
二
十
度
を
目
安
に

し
ま
し
ょ
う
。
▼
そ
の
他
環
境
を
守
る
た
め
に

▽
地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
･
マ
ー
ク
付
き
の
商

品
を
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
▼
問
合
せ
＝

環
境
整
備
課
（
内
線
二
二
八
）

一
般
家
庭
に
お
い
て
排
出
者
自
ら
に
よ
る
生

ご
み
の
堆
肥
化
を
促
進
し
、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
機
器
の
購
入
経

費
（
電
気
設
備
等
の
付
帯
設
備
は
除
く
）
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
金
は
次
の
笊
〜
笙
す

べ
て
に
該
当
す
る
ご
家
庭
に
交
付
し
ま
す
。
笊

補
助
金
額
は
、
機
器
購
入
価
格
の
二
分
の
一
以

内
に
相
当
す
る
金
額
と
し
、
二
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。
笆
泉
南
市
に
住
所
を
有
す
る
ご
家
庭

笳
機
器
を
泉
南
市
域
内
に
設
置
し
、
継
続
的
に

使
用
す
る
ご
家
庭
笘
機
器
を
そ
の
用
法
に
従
い

使
用
し
、
か
つ
適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
ご
家
庭
笙
堆
肥
等
が
で
き
る
機
器
に
つ
い

て
は
、
そ
の
堆
肥
を
自
家
処
理
で
き
る
ご
家
庭

（
生
ご
み
等
を
単
に
粉
砕
し
、
水
路
及
び
下
水
道

等
に
排
出
す
る
機
種
及
び
焼
却
を
目
的
と
す
る

機
器
は
補
助
金
の
対
象
外
で
す
）
な
お
、
補
助

金
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
は
、
清
掃
課
に
備
え

付
け
の
生
ご
み
減
量
化
等
処
理
機
器
購
入
補
助

金
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

添
付
書
類
（
漓
機
器
の
領
収
書
・
機
器
の
名
称

及
び
購
入
者
の
住
所
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る

も
の
滷
機
器
の
保
証
書
③
機
器
設
置
後
の
写
真

④
市
税
納
税
証
明
書
・
納
付
期
限
到
来
分
の
完

納
証
明
書
※
生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民
税
非
課

税
世
帯
は
除
く
）
を
添
え
て
、
清
掃
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀

祟
５
８
７
５

か
し
の
き
号
で
は
、
お
一
人
に
つ
き
八
冊
ま

で
本
を
借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
巡
回
日
程
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
但
し
、
大
雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、

気
象
状
況
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
※
５
月
か
ら
砂
川
地
区
の
駐
車
場
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ファミール南大阪 

関空山の手台 

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

浜老人集会場 

西信達公民館 

6月 7月 
2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

6月1日～7月9日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

② ⑯ 
② ⑯ 
③ ⑰ 
③ ⑰ 
④ ⑱ 
④ ⑱ 

7月 

⑦ 澡 
⑦ 澡 
漓 澎 
漓 澎 
滷 澑 
滷 澑 

潘 濬 
潘 濬 
潯 澤 
潯 澤 
潛 澹 
潛 澹 

6月 

⑨ 澹 
⑨ 澹 
⑩ 濆 
⑩ 濆 
⑪ 澪 
⑪ 澪 

●は土曜日の巡回です 

　　珈玳珎玻珀
珥笵珞璢琅瑯琥
珸笋琺瑕琿瑟瑙
瑁筰瑩瑰瑣瑪瑶
瑾箍璞箚珈玳珎
玻笙珥珮珞璢  

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

六
月
五
日
は
環
境
の
日

農
業
委
員
会
の
新
し
い
会
長
　
　

副
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

★砂川集会場前が砂川老人集会場に変更になりました。

西野　喜多治
にしの　

さん

田中　喜久
たなか　よ

さん



課
額
が
確
定
し
ま
す
が
、
そ
の
際
に
法
令
で
定

め
ら
れ
た
範
囲
内
で
、
低
所
得
者
世
帯
に
対
し

て
均
等
割
・
平
等
割
が
軽
減
さ
れ
る
措
置
が
あ

り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
は
、
各
世
帯
の
世

帯
主
が
ま
と
め
て
納
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
は

な
く
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
家
族
内
一
人
で
も
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
納
付
す
る
義
務

者
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
（
擬
制
世
帯
主
）。
ま

た
、
無
保
険
の
状
態
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
場
合
は
最
大
で
、
三
年
間
分
の
保
険
税

を
遡
っ
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
三
八
〇
・
二

九
一
）

▼
と
き
＝
六
月
十
九
日
貍
午
後
一
時
半
〜
三

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
講
師
＝
森
田

明
美
さ
ん
（
東
洋
大
学
教
授
）
▼
内
容
＝
「
関

係
性
」
を
育
て
る
〜
子
ど
も
の
育
ち
を
見
通
す

た
め
に
今
必
要
な
こ
と
〜
▼
対
象
＝
子
育
て
に

関
心
の
あ
る
方
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
一
時
保
育
あ
り
。（
詳
細
は
、
児
童

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

最
近
、
市
内
に
お
い
て
宅
内
給
水
管
の
汚
れ

を
無
料
点
検
す
る
等
の
趣
旨
で
、
ご
家
庭
を
業

者
が
訪
問
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
数
発
生
し

て
い
ま
す
。

宅
内
給
水
管
の
清
掃
は
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
そ
の
よ
う
な
業
者
と
泉
南

市
水
道
部
と
は
一
切
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
　
薀
祗
６
５
５
１

15 14

本市では、昨年１０月に泉佐野

市・阪南市・田尻町・岬町の

３市２町で「泉州南合併協議会」

を設置し、本地域における合併の

是非を含め、合併に関する協議・

調整を行っており、引き続き、合

併協議会において合併に向けての

協議・調整が鋭意進められている

ところであり、住民負担やサービ

スのあり方など市民の皆様の生活

に直接影響のある項目についての

協議・調整や、新市のまちづくり

のビジョンである新市まちづくり

計画についても検討が進められて

います。

国においては、地方分権の進展

とともに「地方でできるもの

は地方に委ねる」という観点から、

本来地方自治体が行うべき事務や

事業が国から地方に委譲が行われ

ています。また、「国庫補助負担金

の削減」、「地方交付税の改革」、

「税源委譲を含む税源配分のあり

方」を一体的に行う三位一体の改

革を推進するなど、住民に最も近

い基礎的自治体である市町村を取

り巻く環境は大きく変化し、厳し

い状況を迎えています。

現在の市民サービスを維持し、

自己責任・自己決定のもと自

律した行政運営を行っていくため、

行財政改革や財政健全化への取り

組みは進めていますが、今後の本

市を取り巻く社会経済情勢のなか

では、本市単独での取り組みのみ

では長期にわたって財政の好転は

期待できない状況であります。

市民サービスを維持・安定さ

せ、よりよい市民生活をおく

ることができるようにすることこ

そが、市の責務であり、そのため

には抜本的な行財政改革をはじめ

とする自助努力を図りつつ、さら

にスケールメリットを活かした合

併について真剣に考えるべきです。

いうまでもなく、市町村合併は

市民生活に直接影響を及ぼす

大きな課題であり、市民の皆様が

主体者として考え、判断すべき事

柄であり、考えるにあたっては、

合併した場合どのようになるのか、

合併しない場合はどのようになる

のかを併せて示すべきと考えます。

本市におきましては、本年４月

に市民の総意を市政に反映す

ることを目的として「泉南市の合

併についての意思を問う住民投票

条例」を制定し、合併の意思決定

について市民の直接投票の制度を

設けました。今後、住民投票を前

提として市民説明会を開催し、市

町村合併についてともに考えてい

くため

に、積

極的な

情報提

供に努

めてま

いりま

す。

泉州南合併協議会において協議調整される項目についてお知ら
せします。

▼問合せ＝政策推進課（内線287・349）

泉
南
市
の
子
育
て
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

宅
内
給
水
管
の
清
掃

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

泉
南
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
次
の
四
種
類

の
計
算
式
の
合
計
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

笊
所
得
割

所
得
に
対
し
て
賦
課
さ
れ
る
保
険
税
で
す
。
基

準
と
な
る
の
は
当
該
年
度
の
市
民
税
額
で
、
税

率
は
450
／
100
で
す
。（
介
護
分
は
60
／
100
を
乗
じ

ま
す
。）

笆

資
産
割

泉
南
市
内
に
保
有
す
る
固
定
資
産
に
対
し
て
賦

課
さ
れ
る
保
険
税
で
す
。
基
準
と
な
る
の
は
当

該
年
度
の
固
定
資
産
税
額
（
都
市
計
画
税
を
除

く
）
で
、
税
率
は
67
／
100
で
す
。（
介
護
分
は

4.9
／
100
）

笳

均
等
割
（
人
数
割
）

加
入
被
保
険
者
一
人
あ
た
り
の
保
険
税
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
加
入
し
て
い

れ
ば
必
ず
年
間
に
三
一
、
三
四
〇
円
が
賦
課
さ

れ
ま
す
。（
介
護
分
は
年
間
五
、
七
六
〇
円
で
す
。）

笘

平
等
割
（
世
帯
割
）

加
入
世
帯
一
世
帯
あ
た
り
の
保
険
税
で
す
。
加

入
人
数
で
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
必
ず
年
間
に

四
〇
、
〇
九
〇
円
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。（
介
護
分

は
年
間
三
、
六
〇
〇
円
で
す
。）

笊
〜
笘
の
合
計
額
が
年
間
の
保
険
税
と
な
り
ま

す
。
こ
の
計
算
で
医
療
分
の
限
度
額
は
四
六
〇
、

〇
〇
〇
円
で
、
介
護
保
険
分
の
限
度
額
は
七
〇
、

〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
す
。
介
護
分
に
つ
い
て
は
、

四
十
歳
以
上
六
五
歳
未
満
の
介
護
保
険
第
二
号

被
保
険
者
に
該
当
さ
れ
る
方
の
み
賦
課
さ
れ
ま

す
。
年
度
途
中
で
の
異
動
は
月
割
で
未
加
入
期

間
を
控
除
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
は
、
当

該
年
度
の
市
民
税
額
を
も
と
に
計
算
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
が
遅
れ

る
と
、
修
正
さ
れ
た
市
民
税
を
も
と
に
追
加
徴

収
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
の

納
期
回
数
は
十
期
に
分
れ
て
い
ま
す
。
六
月
か

ら
九
月
ま
で
は
暫
定
賦
課
額
で
す
。
十
月
に
賦

国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て

平成１６年度の市内各地区の区長をご紹介します。なお、
３３区の区長さんたちにより結成されている泉南市区長連
絡協議会の定期総会が５月1４日に開催され、会長に宮内
義一さん（岡田区）が再選出されました。
▼問合せ＝政策推進課（内線３２０） （敬称略）
区　名 
下　村 奥田　美夫 新家3616－１ 薀84－3908
中　村 辻　　博夫 新家3178－３ 薀83－9681
上　村 中澤　實 新家863 薀82－4888

薀83－3753　宮 岩本　信夫 新家1092
高　野 中谷　寿廣 新家2024 薀83－6475
野　口 中谷　正弘 新家2127 薀83－3576
別　所 芝野　敏樹 別所241 薀67－2353
兎　田 南　　敬 兎田475 薀65－4509
八幡山 徳山　孝一 新家1315－160 薀85－4174
踊　山 堀　　康之 新家6131 薀84－3649
　東 平田　政美 新家2787－70 薀82－7125
大苗代 平島　巖 信達大苗代1004 薀82－3594
一　丘 竹岡　正智 信達大苗代62－19棟－101号 薀82－3682
市　場 冨士　馨三 信達市場1108 薀83－3333
砂　川 大石　義松 信達市場31－407 薀82－5639
牧　野 奥野　武夫 信達牧野587 薀83－5630
岡　中 山内　洋 信達岡中588 薀82－7626
六　尾 井上　武 信達六尾322 薀83－9686
金熊寺 増田　洋 信達金熊寺755－１ 薀82－3212
童子畑 西川　敏彦 信達童子畑451 薀83－7061
楠　畑 宮下　敏晴 信達楠畑98 薀82－0913
葛　畑 辻　豊晴 信達葛畑493 薀83－7624
堀　河 谷口　米行 信達牧野35 薀83－8869
岡　田 宮内　義一 岡田５丁目27－32 薀80－2828
　陸 赤路　哲也 岡田３丁目9－22 薀83－4598
北　野 槙　勝一 北野１丁目５－７ 薀83－6318
中小路 高浦　宅一 中小路１丁目６－１ 薀83－5694
鳴　滝 上中　喜美夫 信達市場1609－２ 薀82－5129
樽　井 宮野　治 樽井４丁目35－14 薀83－1393
男　里 金田　弘 男里４丁目14－28 薀84－3285
　浜 石井　勇士 男里７丁目22－11 薀82－8106
馬　場 赤井　康人 馬場２丁目28－12 薀82－6825
幡　代 向井　幸一 幡代１丁目14－2 薀80－2155

区長名 住　所 連絡先 

丘小学校では、「生活科」・「総合的な学習の時間」の中で、「人と人との豊かなかかわ

り」＝交流を中心テーマに、数年前より「ＭＹ　ＴＯＷＮ　一丘」という活動に取り組

んでいます。団地の中で思う存分遊び、自然にふれあい、そして人と人とのふれ合いを深めて

いこうという活動です。地域の福祉委員の方々にも協力していただき、校区・一丘団地に住ん

でおられる方を学校にお招きして、様々な交流活動を毎年、各学年で行っています。

ず一年生では、昔あそびの会。これは地域のお年寄りから、子どもたちが昔ながらの遊

びを教えていただく会です。運動場では、竹うまやけんぱ、リム回し。教室ではおはじ

き、お手玉、竹けんがえし、あやとりなど、いろいろな遊びを教えていただいています。子ど

もたちにとってはあまり馴染みのない遊びも多いのですが、初めて出会った遊びに夢中になる

子どもたちの姿が学校中で見られます。

年生は、地域の方に秋の遊びを、秋深まる一丘団地内の公園で教えていただきます。竹とんぼやかざぐるま、そして秋らしい木の実や

木ぎれを使って、子どもたちは先生と一緒に夢中になって遊びます。

ちろん、ただ遊びを教えていただくだけではなく、遊びの先生に、先生になってもらうお願いのお手紙を届けたり、お礼の返事を書い

たりして、その時だけではなく、地域の方と子どもたちのふれ合いがより深まっていけるよう

な取り組みも進めています。地域のお年寄りの方に暑中見舞いや年賀状を出させていただいたり、

生活科で作った七夕飾りを贈らせていただいたりもしています。他の学年でも、大豆や玄米などを

使った昔のおやつ作りを教えていただき、一緒に作ったり、昔の暮らしについて教えていただいた

り、中・高学年では、地域に住まれている外国の方をお招きしたり、校区にある福祉施設デイセン

ターせんなんとの交流活動も毎年行っています。

の「ＭＹ　ＴＯＷＮ　一丘」の活動を通して、「一丘団地っていいところやな！」という思い

を子どもたちが持ち、それぞれ自分の自信につながってくれればと考え、これからも人と人と

の関わりを大切にした様々な交流活動を進めていきます。

▼問合せ＝指導課（内線二九六）



郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象
者
の
拡
大

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護

者
で
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区

分
が
要
介
護
五
で
あ
る
者
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
及

び
身
体
障
害
者
手
帳
に
免
疫
の
傷
害
の
程
度
が
一
級

か
ら
三
級
ま
で
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

方
が
、
新
た
に
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

笊
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

投
票
に
先
立
っ
て
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
、
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
ま
す
。

笆
投
票
手
続

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
お
け
る
代
理
記

載
制
度
の
創
設

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
選
挙
人
で
、
自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
者
と
し
て
定
め
ら
れ
た
次
の
①
又
は
②
に
該

当
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
の
委
員
長
に
届
け
出
た
者
（
選
挙
権
を
有
す

る
者
に
限
る
。）
に
投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
①
身
体
障
害
者

福
祉
法
上
の
身
体
障
害
者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に

上
肢
又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
一
級
で
あ
る
者
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者
。
②
戦
傷
病
者
特
別
擁
護

法
上
の
戦
傷
病
者
で
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
又
は

視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま

で
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者
。

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を
行
う
た
め
に
は
、

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請
に
加
え
て
、
あ
ら

か
じ
め
次
の
笊
及
び
笆
の
手
続
き
を
行
っ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
同
時
に
行
う

こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
代
理
記
載
の
方
法
に
よ

る
投
票
手
続
き
は
笳
の
と
お
り
で
す
。

笊
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
手
続
き

郵
便
等
投
票
証
明
書
に
代
理
人
記
載
の
方
法
に
よ
る

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
旨
の
記
載
を

受
け
ま
す

17

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
、
そ
の
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
代
理
記
載
制
度
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

名簿登録地の 

市区町村の選 

挙管理委員会 

申請書 

（署名必要） 

介護保険被保険者証 

郵便等投票証明書 

選挙人 
笊　申　　請 

笆　郵便等をもって送付 

身体障害者手帳 
又は 

名簿登録地の 

市区町村の選 

挙管理委員会 

請求書 
（署名必要） 郵便等投票証明書 

選挙人 

笊　投票用紙・投票用封筒の請求 

笆　郵送等をもって送付（投票用紙・投票用封筒） 

笘　郵便等をもって送付 
（投票用紙・投票用封筒） 

 

投票用封筒 
（署名必要） 

記載済 
投票用紙 

笳現在する場所において、投票用紙 
　に候補者名を記載し、投票用封筒 
　に入れた後、その表面に署名 

※この手続きを郵便等投票証明書の交付申請と同時に行う場合には、

郵便等投票証明書の交付申請書への署名は不要です。

笆
代
理
記
載
人
と
な
る
べ
き
者
の
届
出
の
手
続
き

選
挙
人
に
代
わ
っ
て
投
票
に
関
す
る
記
載
を
行
う

「
代
理
記
載
人
」
と
な
る
べ
き
者
を
届
け
出
ま
す
。

笳
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
手
続
き

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
内
二
六

〇
）

名簿登録地の 

市区町村の選 

挙管理委員会 

届出書 

（署名不要） 

郵便等投票証明書 

代理記載人となるべき者 
の氏名が記載 

郵便等投票証明書 

選挙人 

笊　届　　出 

笆　郵便等をもって送付 

代理記載人となるべき者 

による同意書・宣誓書 
代理記載人の 
署名必要 

名簿登録地の 

市区町村の選 

挙管理委員会 

請求書 
代理記載人の 
署名必要 

郵便等投票証明書 

選挙人 代理 
記載人 

笊　投票用紙・投票用封筒の請求 

笆　郵便等をもって送付（投票用紙・投票用封筒） 

笘　郵便等をもって送付 
（投票用紙・投票用封筒） 

 

投票用封筒 
代理記載人の 
署名必要 

記載済み 
投票用紙 

笳現在する場所において、代理記載 
人は、投票用紙に選挙人が指示する 
候補者名を記載し、投票用封筒に入 
れた後、その表面に署名 

名簿登録地の 

市区町村の選 

挙管理委員会 

申請書 

（署名不要） 

郵便等投票証明書 

代理記載の方法による投票を行う 
ことができる者である旨が記載 

郵便等投票証明書 

選挙人 

笊　申　　請 

笆　郵便等をもって送付 

身体障害者手帳 

戦傷病者手帳 
又は 

罰
則
▼
代
理
記
載
人
が
選
挙
人
の
指
示

す
る
候
補
者
名
を
記
載
し
な
か
っ
た

等
の
場
合
に
は
、
二
年
以
下
の
禁
錮
又
は
三

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

施
行
▼
以
上
の
改
正
内
容
は
、
平
成
十

六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
代

理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
に
つ
い
て
は
、

同
日
以
後
そ
の
期
日
を
公
示
又
は
告
示
さ
れ

る
選
挙
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
時
、
迅
速

に
解
決
す
る
た
め
に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
賠
償
問
題
協

議
会
で
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
を
定
め

て
い
ま
す
。
各
都
道
府
県
の
生
活
衛
生
指
導
セ
ン
タ

ー
の
登
録
店
（
Ｓ
マ
ー
ク
店
）
お
よ
び
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
加
盟
店
（
LD
マ
ー
ク
店
）
で

は
、
こ
の
基
準
に
照
ら
し
て
賠
償
し
ま
す
。
加
盟
店

以
外
で
も
こ
の
基
準
を
参
考
に
賠
償
交
渉
を
行
う
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
依
頼
し
た
毛
の
ス
カ

ー
ト
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
業
者
か
ら
連
絡
が
入

り
ま
し
た
。
賠
償
は
ど
の
よ
う
に
し
て
も
ら
え
ま
す

か
。

紛
失
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
料
金
か
ら
算
出

事
例
１
の
よ
う
に
紛
失
し
て
、
商
品
の
確
認
が
で
き

な
い
場
合
の
補
償
額
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
料
金
の
ド

ラ
イ
処
理
は
、
４０
倍
、
ラ
ン
ド
リ
ー
処
理
は
２０
倍
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

半
年
前
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
を
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
て
、
タ
ン
ス
か
ら
出

し
た
と
こ
ろ
、
シ
ミ
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
に
出
す
前
に
シ
ミ
は
な
か
っ
た
の
で
、
賠
償

し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

こ
の
場
合
、
事
故
賠
償
基
準
で
は
「
洗
濯

物
を
受
け
取
っ
て
か
ら
６
ヶ
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
は
本
基
準
に
よ
る
賠
償
額
の
支

払
い
を
免
れ
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
出
す
時
や
返
却
時
に
は
お
互
い
に
確
認
し
会
う

こ
と
が
必
要
で
す
。（
出
典
「
２
０
０
４
年
版
く
ら
し

の
豆
知
識
」
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
）
▼
問
合

せ
＝
泉
南
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
内
線
三
一
九
）

入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
府
が
家
賃
の
一
部
を

補
助
す
る
中
堅
所
得
者
向
け
の
「
大
阪
府
特
定
優
良

賃
貸
住
宅
」
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
▼
募
集
期

間
＝
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
▼
募
集
住
宅

名
＝
▽
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
中
小
路
（
中
小
路
）
▽
サ

ニ
ー
ハ
ウ
ス
泉
南
（
信
達
市
場
）
▼
申
込
書
の
配

布
＝
大
阪
府
住
宅
供
給
公
社
及
び
泉
南
住
宅
管
理
事

務
所
、
市
役
所
都
市
計
画
課
で
配
布
▼
申
込
み
＝
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
公
社

ま
で
（
先
着
順
で
受
付
）
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
住
宅

供
給
公
社
管
理
業
務
課
（
薀
０
６
・
６
２
０
３
・
５

４
５
１
）

徘
徊
行
動
が
見
ら
れ
る
痴
呆
性
の
高
齢
者
が
行
方

不
明
と
な
っ
た
場
合
に
位
置
情
報
の
提
供
に
よ
り
、

事
故
防
止
等
を
図
り
家
族
の
介
護
を
支
援
し
ま
す
。

な
お
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
費
用
負
担
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
徘
徊
等
問
題
と
な
る
行
動
が
認
め
ら
れ
る

六
十
五
歳
以
上
の
方
▼
費
用
＝
月
額
基
本
料
金
一
、

〇
二
九
円
行
方
不
明
時
の
捜
索
料

一
回
・
二
一
〇
円
（
い
ず

れ
も
消
費
税
込
）
▼
申

込
・
問
合
せ
＝
高
齢

障
害
福
祉
課
（
内
線

三
〇
四
・
三
〇
七
）
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特
定
優
良
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

徘
徊
行
動
が
見
ら
れ
る

高
齢
者
の
家
族
を
支
援
し
ま
す

市税は納期内に必ずお納めください市税は納期内に必ずお納めください
平成１6年度の市・府民税の納期と出張徴収日程は次のとおりです。

▼市・府民税の納期＝次表をご参照ください。

▼市・府民税の出張徴収日程＝次表をご参照ください。

※各会場とも時間は午前１０時～午後４時まで

▼納期前納付報奨金の交付率が改正されました=次表をご参照

ください

※但し、期別税額が30万円を超える部分は、計算の対象外です。

▼納期前納付の報奨金について＝個人の市・府民税（普通徴収

分）は、納期が年４回に分かれていますが、第１期の納期に当

該年度の税額を一括して納められます（これを「前納」といい

ます）と、納期前納付報奨金が交付されます。

▼報奨金の支払方法＝全期分前納用納付書により、年税額から

報奨金を差し引いた額で納付することができます。

▼注　意＝第１期の納期限を過ぎますと報奨金は交付されませ

ん。

▼市税の納付は口座振替で

市税の納付は、確実で便利な口座振替をご利用下さい。手続き

は預貯金口座のある取扱金融機関の窓口でお申し込み下さい。

手続の際は、通帳のお届け印・納税通知書・申込書（取扱金融

機関、納税課の窓口に備えています）をご持参ください。

▼問合せ＝納税課（内線２３5・２３6）

税　目 

市・府民税 
6月17日 
　　～ 
　6月30日 

8月2日 
　　～ 
　　8月31日 

11月1日 
　　～ 
　 11月30日 

平成17年 
1月4日～ 
　1月31日 

第１期分 第２期分 第３期分 第４期分 

月　日 6月24日貅 
兎田老人集会場 

西信達公民館 

岡中老人集会場 

幡代老人集会場 

馬場老人集会場 

6月25日貊 

場　所 

改正前 

期別税額 交付率 期別税額 交付率 

改正後 

10万円以下 10万円を超え 
　　30万円以下 

10万円を超え 
　　30万円以下 

1/100

0.5/100

0.5/100

0.25/10010万円以下 

【
事
例
１
】

【
事
例
２
】

【
回
答
】

【
回
答
】



泉
南
市
教
育
委
員
会
・
泉
南
市
人
権

啓
発
推
進
協
議
会
・
泉
南
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
で
は
、
平
成
十
六
年
度
人
権
教
育

講
座
Ⅰ
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と
こ
ろ
＝

樽
井
公
民
館
他
▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在

住
・
在
勤
の
方
▼
定
員
＝
各
講
座
四
十

名
（
但
し
、
第
四
講
座
は
抽
選
で
二
五

名
。
当
選
者
に
は
七
月
九
日
貊
頃
に
ご

案
内
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。）
▼
参
加

費
＝
無
料
（
但
し
、
第
四
講
座
の
昼
食

代
は
各
自
負
担
詳
細
は
当
選
者
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。）
▼
一
時
保
育
＝
第

一
〜
第
三
講
座
の
み
。
一
歳
以
上
、
就

学
前
の
子
ど
も
で
定
員
は
五
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
費
用
は
、
五
〇
〇
円

（
保
険
代
）
で
す
。
▼
手
話
通
訳
＝
事
前

申
込
み
が
必
要
で
す
。
▼
そ
の
他
＝
四

講
座
通
し
た
受
講
で
な
く
て
も
ご
参
加

で
き
ま
す
。
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
七

月
一
日
貅
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
・
電
話
で

〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
一
七
）

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
次
の
通
り

「
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の

出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
。
家
族
の
職
業

を
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
「
お
父
さ
ん

（
お
母
さ
ん
）
が
い
な
い
よ
う
で
す
が
、

ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。」「
尊
敬
す
る
人

物
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
。」
就
職
の
面
接

で
、
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
た
、
あ
る
い

は
聞
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

面
接
で
こ
の
よ
う
な
質
問
を
す
る
こ
と

は
、
本
人
の
責
任
の
な
い
事
項
や
本
来

自
由
で
あ
る
べ
き
事
項
で
応
募
者
を
判

断
す
る
こ
と
に
な
り
、
就
職
差
別
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
採
用
選

考
は
、
応
募
者
の
基
本
的
人
権
を
尊
重

す
る
と
と
も
に
、
応
募
者
本
人
の
適

正
・
能
力
に
基
づ
き
そ
の
人
の
資
質
や

長
所
を
見
い
だ
す
こ
と
を
通
じ
て
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
、
応
募
者
よ
り
提
出

さ
れ
た
履
歴
書
な
ど
の
取
扱
に
あ
た
っ

て
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
し
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
、
大
阪
府
で
は
、
今
年
も

６
月
を
「
就
職
差
別
撤
廃
月
間
」
と
定

め
、
様
々
な
啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

応
募
者
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
就

職
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
就
職
差
別
撤
廃
月
間
中
の
取
り
組
み
】

就
職
差
別
撤
廃
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
三
日
貅

▼
と
こ
ろ
＝
南
海
樽
井
駅
前
と
Ｊ
Ｒ
和

泉
砂
川
駅
前

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五
八

三
）
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律令体制の中で官僚として仕えた「陰陽
師」。律令体制の衰退とともに民間の禁忌
や習俗を取りこみながら次第に呪術的性格
を強め、それに呼応して被差別身分の物吉

も

や声聞師
しょ

と深く関わった民間陰陽師の歴史
と文化の変遷を通して、民間伝承や習俗の
なかに潜む差別の構造を明らかにしていき
ます。
▼とき＝6月26日貍午前8時～午後6時半
▼講師＝松原右樹

まちばら　

さん（民俗学者）
▼コース＝泉南市役所→晴明神社→一条戻
橋→小野小町草紙洗いの井→松原橋→六道
の辻→珍皇寺

ちん

→清水坂→泉南市役所
▼参加費＝無料(昼食代1,500円程度は各自
ご負担ください)
▼定員＝２５名（応募多数の場合抽選）
▼申し込み＝6月11日貊（必着）までに、
ハガキまたはファクスに、小学校区、氏名、
電話番号、フィールドワーク希望、手話通
訳希望（必要な方）を明記の上、〒５９
０－０５９２（住所不要）泉南市役所人権
推進課、蕭８２－００７５まで
▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

「陰陽師」
～安部の晴明遺址から清水坂ヘ～

雄信・東・西信達小学校区フィールドワーク

第
二
講
座
・
七
月
十
四
日
貉
　
午
前
十
時
〜
正
午

内
容
　
盲
導
犬
ビ
ア
ン
カ
と
の
出
会
い
〜
ビ
ア

ン
カ
と
出
会
う
ま
で
、
出
会
っ
て
か
ら
〜

講
師
　
西
野
　
智
加
子

に
し
の
　

第
一
講
座
・
七
月
七
日
貉
　
午
前
十
時
〜
正
午

内
容
　
子
ど
も
と
の
関
係
を
考
え
よ
う
〜
友
達

母
子
に
見
る
親
子
関
係
の
危
機
〜

講
師
　
津
村
　
薫

つ
む
ら
　

第
三
講
座
・
七
月
二
十
二
日
貅
午
前
十
時
〜

十
一
時
半

内
容
　
嵐
の
中
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
〜
運
命
の
舵
を
私
は

切
っ
た
〜

講
師
　
尾
崎
　
哲
夫

お
ざ
き
　

第
四
講
座
・
七
月
二
十
九
日
貅
午
前
九
時

〜
午
後
四
時

内
容
　
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〜
コ
リ
ア
ン

タ
ウ
ン
を
訪
ね
て
〜

講
師
　
河
　
東
　
吉

は
　
ど
ん

人 権 教 育 講 座 Ⅰ

落
語
家
の
桂
文
也
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

巧
み
な
話
術
と
笑
い
に
包
ん
だ
講
演
＆

落
語
「
目
覚
め
の
ス
ス
メ
」
を
開
催
し

ま
す
。

「
社
会
問
題
」
へ
の
疑
問
や
矛
盾
、

怒
り
を
以
前
か
ら
強
く
持
っ
て
い
た
桂

さ
ん
は
、
そ
れ
ら
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」(

社
会
的
・
文
化
的

に
つ
く
ら
れ
た
性
差)

で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
桂
さ
ん
自
身
の
日
常
が
ジ
ェ
ン
ダ

ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
活
だ
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
暮
ら
し
の
中
の

妻
と
夫
の
意
識
の
ズ
レ
や
社
会
と
人
の

関
わ
り
方
に
潜
む
問
題
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
落
語
」
を
創
作
し
、

自
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

桂
文
也
さ
ん
と
一
緒
に
「
笑
っ
て
・

感
じ
て
・
気
づ
い
て
・
変
わ
っ
て
」
み

ま
せ
ん
か
。

今
年
は
、
男
女
共
同
参
画
週
間
（
六

月
二
十
三
日
〜
二
十
九
日
）
記
念
行
事

と
し
て
、
女
性
と
男
性
が
と
も
に
人
権

を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
個
性
と
能
力

を
充
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
づ
く
り
の
た
め
に
ス
テ
ッ
プ
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
十
九
日
貍
午
後
一
時
半

開
場
、
二
時
開

演▼
と
こ
ろ
＝
あ

い
ぴ
あ
泉
南
大

会
議
室

▼
テ
ー
マ
・
内

容
＝
「
桂
文
也

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ブ
レ
ー
ク
」
講

演
「
笑
っ
て
・

感
じ
て
・
気
づ

い
て
・
変
わ
る
」（
六
十
分
）
落
語
「
目

覚
め
の
ス
ス
メ
」（
三
十
分
）

▼
講
師
＝
桂
文
也
さ
ん
（
落
語
家
）

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要

▼
そ
の
他
＝
▽
手
話
通
訳
あ
り
▽
一
時

保
育
あ
り
。
一
時
保
育
希
望
者
は
六
月

十
五
日
貂
ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
で
人
権
推
進
課
へ
。（
蕕
祀
２

８
５
５
／
蕭
祗
０
０
７
５
／e

-m
a
il:

jinken@
city.sennan.osaka.jp

）
一
時

保
育
は
、
一
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど
も

で
定
員
は
十
二
人
。
小
学
生
の
保
育
に

つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

「
日
本
女
性
会
議
」
は
、
一
九
八
四

年
に
女
性
問
題
の
解
決
に
向
け
、
名
古

屋
市
で
開
催
さ
れ
た
の
が
最
初
で
、
そ

れ
以
来
、
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
毎
年
全
国
規
模

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
集

い
、
語
り
、
と
も
に
拓
こ
う
！
新
た
な

関
係
（
か
た
ち
）」
を
テ
ー
マ
に
、
愛
媛

県
松
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
自
主
的
な
研
修
を
促
進
し
、

男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

と
指
導
者
の
養
成
を
図
る
た
め
、
参
加

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

左
記
要
領
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
二
日
貊
か
ら
二
十

三
日
貍

▼
と
こ
ろ
＝
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
・

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

他▼
対
象
＝
過
去
に
市
主
催
の
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
講
座
を
受
講
し
た
こ

と
が
あ
る
方
も
し
く
は
、
男
女
共
同
参

画
ル
ー
ム
で
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル

ー
プ
の
方

▼
定
員
＝
二
人
（
書
類
選
考
あ
り
）

▼
申
込
み
＝
六
月
七
日
豺
か
ら
十
八
日

貊
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

受
講
し
た
講
座
名
も
し
く
は
グ
ル
ー
プ

名
、
申
込
み
志
望
動
機
（
三
百
字
程
度
）

を
記
入
の
上
、
封
書
ま
た
は
E
メ
ー
ル

で
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）

泉
南
市
人
権
推
進
課
（e-m

ail:jin
k
en

@
city.sennan.osaka.jp

）
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
後
日
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）
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ス
テ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
４

笑
っ
て
・
感
じ
て
・
気
づ
い
て
・
変
わ
る



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００４.6 ） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

リトルまま教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

循環器検診 
精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

笊６月２日貉 
笆７月７日貉 

笊平成16年１月生 
笆平成16年２月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

６月23日貉 
午後０時40分～２時10分 平成14年11月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

６月９日貉 
午後０時半～１時05分 平成12年11月生 

６月24日貅 
午後１時半～２時 平成13年11月生 

歯みがき教室 ６月24日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年10月生 
平成14年10月生 

６月2日貉ツベルクリン反応検査 
６月4日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

風しんの予防接種 ６月30日貉 午後１時半～２時半 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませ 
てください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

日本脳炎の予防接種 ６月３日貅、14日豺 午後１時半～２時半 
第1期は3歳～7歳6か月未満。初回接種は約1～4週間隔で2回。追加接種は初回接種の2回終了後、約1年後に1回。第2期 
は9歳～13歳未満。第3期は14～16歳未満。対象年齢内に1回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第2月曜日午後1時半 
～2時（要予約） 

第2月曜日午後1時 
～2時（要予約） 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

６月17日貅・スカイシティオークワ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

6月14日豺、21日豺、25日貊、7月 
12日豺、23日貊、26日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳幼児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

６月21日豺 
午後１時～３時 

６月15日貂 
６月22日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ６月25日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ６月25日貊 午後１時半～３時 
妊婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月以内に受診し 
てください。※歯みがき教室に歯科健診はありません。 
6日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、リトルままサロン、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼東信達老人集会場第2、4 
　木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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▼
と
き
＝
八
月
二
十
日
貊
、
九
月
六
日

豺
午
後
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
三
十
歳
以
上
の
女
性
市
民

▼
定
員
＝
各
七
〇
人

▼
費
用
＝
六
〇
〇
円

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳(

お
持
ち
で
な

い
方
に
は
当
日
お
渡
し
し
ま
す)

、
筆

記
用
具

▼
申
込
み
＝
六
月
二
十
一
日
豺
以
降

に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

丈
夫
な
歯
は
、
健
康
づ
く
り
の
第
一

歩
で
す
。
歯
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
四
日
貅
午
前
十
時

〜
十
一
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
費
用
＝
無
料

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳(

お
持
ち
で
な

い
方
に
は
当
日
お
渡
し
し
ま
す)

▼
そ
の
他
＝
予
約
は
不
要
で
す
。
受
付

時
間
内
に
直
接
お
越
し
下
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で

は
、
ふ
れ
あ
い
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
八
日
貉
午
前
十
時

〜
午
後
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼

定
員
＝
親
子
十
五
組(

多
数
の
場
合
は

抽
選)

▼
参
加
費
＝
一
人
に
つ
き
三
〇

〇
円(

保
険
料
含
む)

▼
携
行
品
＝
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
、
手
拭
き
、

お
茶
▼
申
込
み
＝
七
月
十
三
日
貂
ま
で

に
お
電
話
ま
た
は
、
名
前
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、
閉
じ
こ
も

り
に
な
ら
な
い
、
い
つ
ま
で
も
住
み
な

れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
す
、
を
目
標

に
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
六
年
度
は
新
家
と
信
達
金

熊
寺
の
両
地
区
で
す
。
体
操
や
ゲ
ー
ム

を
通
じ
て
皆
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

直
接
会
場
へ
お
越
し
下
さ
い
。

▼
場
所
＝
笊
上
村
老
人
集
会
場
（
オ
ニ

オ
ン
ク
ラ
ブ
）
笆
東
信
達
老
人
集
会
場

▼
日
時
＝
笊
第
一
、
三
火
曜
日
笆
第
二
、

四
木
曜
日
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時

四
十
分
受
付
、
午
後
二
時
開
始

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
方
、
簡
単
な

集
団
体
操
に
参
加
で
き
る
方
、
自
力
、

ま
た
は
家
族
の
送
迎
で
通
所
出
来
る
方

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭
か
ら
食
中
毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

▽
調
理
す
る
と
き
は
、
手
指
を
よ
く
洗

う
。
食
器
、
調
理
器
具
も
よ
く
洗
い
、

ふ
き
ん
や
ま
な
板
は
熱
湯
等
で
消
毒

し
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

▽
細
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ
た
め
に
、
調
理

後
は
出
来
る
だ
け
早
く
食
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▽
細
菌
は
十
分
に
加
熱
す
れ
ば
死
滅

し
、
冷
却
す
れ
ば
繁
殖
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
調
理
や
保
存
方
法
を
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
と
諦
め
て

い
ま
せ
ん
か
？
是
非
こ
の
機
会
に
禁
煙

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
六
日
貍
、
七
月
二

日
貊
、
七
月
六
日
貂
、
七
月
十
六
日
貊
、

七
月
三
十
日
貊
、
十
月
二
十
日
貉
の
各

午
後
二
時
〜

※
初
回
の
六
月
二
十
六
日
貍
は
講
演
会

で
、
午
後
一
時
か
ら
で
す
。（
詳
し
く

は
下
記
の
講
演
会
の
案
内
を
ご
覧
下
さ

い
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
（
初
回
は

あ
い
ぴ
あ
泉
南
）

▼
対
象
＝
禁
煙
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

市
民

▼
定
員
＝
十
名
（
先
着
順
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
六
月
二
十
一
日
豺
ま
で
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

や
、
興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
六
日
貍
午
後
一
時

〜
三
時
（
受
付
は
午
後
十
二
時
半
〜
）

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階
研
修

室
一
、
二

▼
対
象
＝
た
ば
こ
対
策
に
関
心
の
あ
る

市
民
、
禁
煙
に
興
味
の
あ
る
市
民

▼
定
員
＝
五
十
名
（
先
着
順
）

▼
内
容
・
講
師
＝
▽
講
演
「
た
ば
こ
と

健
康
」
・
山
本
　
康
久
さ
ん
（
阪
南
市

立
病
院
）
▽
泉
南
市
民
の
喫
煙
の
現

状
・
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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子
宮
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

歯
科
検
診
を

実
施
し
ま
す

夏
休
み
ふ
れ
あ
い

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

家
庭
か
ら
食
中
毒
を

な
く
し
ま
せ
ん
か

地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

大
集
合
！
（
禁
煙
教
室
）

た
ば
こ
対
策
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

最
近
、
愛
煙
家
に
と
っ
て
は
、
肩
身
の
狭
い
思
い
を
感
じ
て

し
ま
う
場
面
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
タ
バ
コ
ケ
ー
ス
に
も

健
康
の
た
め
吸
い
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
中
、
禁
煙
に
挑
戦
し
た
経
験
の
あ
る
方
は
大

勢
い
る
と
思
い
ま
す
。
禁
煙
も
仲
間
と
一
緒
に
挑
戦
す
れ
ば
楽
し
く
で
き
る
は
ず
で
す
。

一
度
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

禁煙にチャレンジ 
しましょう！ 
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せんなん子育てマップが『あそびにいこうよ～せんなん子育てマップ～」として、Ｂ６版フルカラーで生まれ変わりました。

今年の１月から公共機関（保健センター、保健所、ひだまり、公民館）と子育て中の保護者とが一緒に、内容、形態などを

話し合い、主に就園前の子どもを育てている人に役立つものにしたいとのことから、一生懸命作業を進めてきました。このマ

ップのイラストも子育て中である太田優子さん（新家在住）が地図中を、藤代薫さん（岡田在住）が表紙などを描いてくれま

した。今後は保健センターや児童福祉課で配布します。また保健センター、地域子育て支援センターひだまり、信達公民館、

樽井公民館の窓口にもおいています。バッグの中にいつも一緒に、ご活用ください。 （５月７日）

せんなん子育てマップ
が改訂されました

春の日ざしと言うよりは、少し汗ばむ陽気の中、
今年も、泉南市社会福祉協議会主催の春のハイキン
グが行われました。市民の里、高倉林道を経て、堀
河紀泉わいわい村までの約13㎞の道のりを、大粒
の汗を流しながらも、桜吹雪の林道や、うぐいすの
鳴き声に、ひとときの清涼を得て、ボランティアを
含む参加者44名、全員元気に完歩証明書を受け取
られていました。 （4月12日）

健脚家たちが勢揃い！
春のハイキング

10

ケーブルテレビのチャンネル
９では、泉州地域４市３町の地
域情報番組「わくわくりんくう」
を映像と文字番組で放送してい
ます。
但し、視聴するにはケーブル

テレビへの加入が必要です。ま
た、視聴できない地域がありますのでご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:40～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:40～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:40～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

あそびにいこうよ
～せんなん子育てマップ～

「
危
険
物
安
全
週
間
」

22

肌が焼けていくのが感じられるほどの眩しい日ざ
しの中、みどりの日に行われたABCまつり。連休初
日の好天候ということもあり、たくさんの家族連れ
が訪れ、各団体の凝った出店ブースを楽しんでいま
した。お昼時には、岡田浦漁業協同組合主催のアナ
ゴの天ぷらなどの販売ブースには、１時間以上も並
んで揚げたての天ぷらを求めていかれるお客さんが
たくさんいらっしゃいました。またステージ上では、
この日のために、一生懸命練習してきた姿が想像で
きるほど、熱演が繰り広げられ、出場者たちはもち
ろん、観客の方たちも楽しい１日を過ごされていま
した。 （４月２９日）

ゴールデンウィーク開幕を告げる

泉南市の恒例イベントABCまつり

泉州地方特有のものから、この辺りでは滅多にみ
られない珍しい草花が数多く展示された、 春の山野
草展示会が、新家・山田家住宅において、新草会、
新家俳句会によって催されました。野山を歩いてい
ても、ついつい見落とされがちな、それでいて一度
観れば、深く印象に残るそんな山野草たち。その山
野草にちなんだ俳句も添えられ、とても雅やかな雰
囲気でした。また、山田家住宅も一般開放されてお
り、一見の価値があると感じました。

（４月１７日）

珍しさを感じながらも、見覚えがある
ような、春の山野草展示会

チ
ェ
ッ
ク
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六
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週
を
「
危
険
物

安
全
週
間
」
と
し
、
危
険
物
の
保
安

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
を

全
国
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
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て
、
当
消
防
本
部
で
は
、
毎
年

六
月
中
を
危
険
物
安
全
月
間
と
し
、

泉
南
市
内
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お
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て
危
険
物
を
取
り
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う
事
務
所
（
約
一
七
〇
件
）
の
内
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
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ド
等
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点
的
に

立
入
検
査
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し
、
事
故
防
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、
効
果
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上
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て
い
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す
。

☆
家
庭
で
見
か
け
る
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険
物

一
般
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、
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ン
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マ

ニ
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ュ
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・
殺
虫
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・
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消
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農
薬
・
溶
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ど
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ま
す
。

一
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ス
プ
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用
す
る

時
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す
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プ
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問
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。
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・
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を
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全
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損
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す
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す
る
。
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す
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。
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先月までは古代史博物館のいろ

いろなイベントを紹介してきまし

た。今月からは、博物館に近接す

る史跡海会寺跡広場をより多くの

皆様に知っていただくため、広場

にあるいろいろなものを紹介して

行きたいと思います。

一岡神社参道を入って拝殿を左

奥に行くと大きな石垣が現れま

す。一見すると神社のお祭りの場

所かなと思いますが、ここは海会

寺を構成していた建物のひとつ五

重塔の土台になる基壇（きだん）

を復原したものです。そして石垣

は、この側面を保護するためのも

ので、乱石積（らんせきづ）み基

壇と呼ばれています。次に階段を

登ってみましょう。平べったい大

きな石が16個整然と並んでいま

す。これは、柱を支える礎石（そ

せき）でこの上に大きな五重塔が

建っていたのです。重い瓦を支え

るための柱とそれらを支える基壇

は当時の最新の建築技術で造られ

ており、海会寺を建てた人たちは

高い技術力や財力をもった人たち

であることがわかるのです。付近

に高い建物が何もなかったおよそ

1350年前にそびえたつ五重塔は、

人々をおどろかせたに違いありま

せん。

すでに来られた方はもう一度、

来られたことのない方はぜひお越

しください。

～海会寺跡広場の秘密・１～

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

『行こう古代史博物館！知ろう海会寺跡広場！』

広場にそびえる大きな石垣
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